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資  料 兵 庫 県 下 の 鉱 物 資 源

中 村  威1)・先 山  徹2)

Mineral  Resources  in  Hyogo  Prefecture.  Takeshi  Nakamura1}  and  Tohru

Sakiyama2'

Hyogo  Prefecture has  been  known  as  one  of  prominent  prefectures for  metallic and  non-

metallic mineral resources in Japan. There  are variety of types of (1) metallic deposits and  (2)

non-metallic deposits in Hyogo  Prefecture as shown  below:

(1) metallic deposits: polymetallic (Cu  ・ Zn ・ Pb) vein deposits, Zn ・ Pb  skarn deposits, bedded

cupriferous pyrite deposits (Kieslager deposits), Au-Ag  vein deposits, Ni  deposits, podiform

Cr  deposits, bedded  Mn  deposits, Mo  deposits and  Fe skarn  deposits, and

(2) non-metallic deposits: strata-bound  brick-silica stone ("Keiseki") deposits, talc deposits,

feldspar deposits, pottery stone ("Toseki") deposits, and  "Roseki"  (pyrophyllite-, kaolin-, or

sericite-clay) deposits.

Especially, the Ikuno  and  Akenobe  mining  region has been  famous  as  one  of the largest and

significant metallogenic regions in Japan  and  the large-scale Sn-W-bearing  polymetallic vein de-

posits has been mined  for copper, zinc, lead and  tin. In  this paper, location and  type of ore de-

posit, geological setting, host  rock  of  ore  deposit, grade  and  constituent minerals  of  ore,

metallogenic period and  history of mining  are briefly reviewed and  summarized  for each metallic

and  non-metallic mine  in Hyogo  Prefecture.

Key  words: metallic ore deposit, non-metallic ore deposit, Hyogo  Prefecture.
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は じ め に

兵庫県は全国的にみて最も鉱物資源に恵まれた県であ

り, 多種多様な金属・非金属鉱床が分布しており, これ

らの鉱床の開発は歴史・経済・文化の面で重要な地位を

占めてきた. 確かな史料はないが, 奈良時代には但馬・

摂津国多田およびその付近で銅鉱が採掘され, その銅が

奈良の大仏の鋳造に献上されたと伝えられ, 平安時代初

期の大同年間(806~810 年) には生野鉱山や神子畑鉱山

(明延鉱山神子畑鉱床) で銀鉱が採掘されたともいわれ

ている. 平安後期から鎌倉時代にかけて, 主な銅の産地

は多田を中心とした摂津であった.16~17 世紀にかけて

は, 全国的に金銀が大増産された時代であるが, この時

期に生野鉱山では新技術( 灰吹法) によって銀が画期的

に増産され, 但馬国の中瀬・阿瀬( 但馬三方) ・神子畑

の諸鉱山でも金銀鉱床が開発された. 豊臣秀吉は, 金銀

鉱山の領有と開発を重視して, 生野鉱山や多田鉱山など

を直轄頷としたが, 徳川家康もこの方針を踏襲し, 幕府

は全国に金銀奉行をおいて金銀鉱山の開発を奨励した.

17世紀後半からは, 金銀の産出量が減少し, 産銅量が著

しく増加したが,18 世紀後半からは, 金銀・銅鉱山はと

もに衰微した. 明治に入って1868 (明治元) 年に生野・

中瀬鉱山は政府直轄となり, 1889 年以後は宮内省御料局

の所管となった. その後, 1896 年からは民営となり, 近

代技術の導入と進歩によって金属鉱床の開発は再び活発

となり, 第二次大戦まで金属鉱石の産出は順調に増加し

た. 特に, 明治から大正にかけては, 口本はアメリカに

次ぐ世界第二位の銅の産出国であり( この地位は第一次

世界大戦まで続いた), 銅が主要な輸出品でもあった時

代で, 県下でも多くの銅の鉱床が稼行された. 第二次世

界大戦により一一時減産を余儀なくされたが, 1950 年の朝

鮮動乱を機に急速に復興し, 多数の金属鉱床が再開発さ

れた. 中でも, 本邦で最大規模の鉱床地帯の一つである

生野・明延鉱山の鉱床地帯は, 両鉱山の出鉱量を合わせ

ると2900万t以上に達し, 銅・亜鉛・鉛のほか錫を産す

るのが特徴で, タングステン・ビスマス・インジウムも

含まれている. しかし, 1960 年頃から始まった貿易自由

化の波, さらには国際金属価格の低迷や円相場の急激な

高騰によって兵庫県の金属鉱山も閉山に追い込まれ,

1973年には生野鉱山が閉山し, 1983年には採掘可能な鉱

量を有しながら明延鉱山が閉山した.

一一方, 非金属鉱床の開発については, 出石焼の原料に

出石陶石が用いられるようになったのが1830年頃( 天保

年間) といわれている. 明治維新以後, 各種の工業が盛

んになり, 第二次大戦後, 非金属鉱床の重要性が認識さ

れるようになり, 兵庫県の非金属鉱物資源として重要な

珪石・ろう石・滑石なども石灰岩やドロマイトなどとと

もに1951年に法定鉱物に追加された. “丹波珪石" とし

て知られる炉材珪石はその全盛期の1957年度に全国生産

量の60.2% の生産を示した. また, 平木鉱山のろう石鉱

床は, 総埋蔵鉱量が550万tの規模の本邦のカオリン質ろ

う石鉱床として最大級のもので現在活発に稼行されてい

る.             ダ

現在, 兵庫県下の金属鉱床では全ての鉱山が閉山また

は休山し, また非金属鉱床でも滑石, 陶石, ろう石鉱床

の一部の鉱山が稼行されているのみである. このような

現状で, 鉱山あるいは鉱床に関する資料の散逸を防ぎ,

整理・保管しておく必要性は以前にもまして高くなって

きている.

兵庫県下の地質については, 1961 年に出版された「兵

庫県地質鉱産図および同説明書」(兵庫県, 1961) に総

括的な研究結果がまとめられ, その中の地下資源の項で,

当時稼行中および休止中の約170鉱山の鉱床の概要が集

約して示された. その後鉱床を対象とした総括的な調査

としては, 兵庫県によって生野但馬地域地質鉱床調査

(兵庫県, 1968) が実施された. さらに1971~1987年に

は通商産業省・資源エネルギー庁によって播但地域の広

域調査が行われ, 地質図(2 万分の1, 最終段階でのま

とめは5 万分の1) の作成と, 地質構造・火成活動・鉱

化時期の関係についての検討がなされた( 通商産業省・

資源エネルギー庁, 1988). 1970 年代から提唱されたプ

レートテクトニクスによって西南囗本内帯の地質構造発

達史についても見直され, また地層・岩体・鉱床につい

ての放射年代測定や硫黄・水素・酸素の安定同位体組成

の検討が行われるようになり, 鉱床の生成年代や生成過

程も検討されるようになった. なかでも1970年代のコノ

ドント, ついで1980年代の放散虫化石の研究によって,

中・古生代の丹波層群の地質年代や岩相・相序が再検討

された結果は, “丹波珪石" として知られる炉材珪石鉱

床や“丹波マンガン" として知られる層状マンガン鉱床

の地質構造上の位置や生成時期の見直しに, また, 1970

年代からのカリウムーアルゴン法あるいはフィッション

トラック法による花崗岩をはじめとする各種の火成岩類

やさらには鉱床そのものの絶対年代の測定や安定同位体

組成の測定は鉱床の生成過程の再検討に大きく影響した.

このような調査結果や新しい知見をふまえて, 兵庫県

立人と自然の博物館地球科学研究部は, 1990 年から1992

年にかけて同博物館の自然環境情報収集事業の一環とし

て, 兵庫県下の個々の金属・非金属鉱床についての資料

を取りまとめた( 小林, 1995). 本稿は, その調査結果

をベースに, 1992 年以降に公表された資料および未公表

資料を加えて, 鉱山の位置, 鉱種, 鉱床のタイプ, 母岩

の種類, 鉱床の概要, 規模と品位( または品質), 産出

鉱物, 生成年代, 開発の歴史を取りまとめたものであり,

それによって県下の鉱床の概観をつかむとともに, 今後

の鉱床生成論の展開のための基礎資料とすることを目的



とするものである.

鉱 床 各 論

県下の鉱床を主要な鉱種によって区分し, 金属鉱床で

は(1)多金属( 銅・鉛・亜鉛),(2) 金・銀, (3) 銅・硫化

鉄( キースラーガー), (4) ニッケル, (5) クロム, (6) マ

ンガン,(7) モリブデン,(8) 鉄の各鉱床について, 非金

属鉱床では(1)珪石( 炉材珪石), (2) 滑石,(3) 長石, (4)

陶石, (5) ろう石の各鉱床について記載した. 以下, 鉱

山の位置・鉱床の概要・規模・品位・開発の歴史を各鉱

山ごとに記述する.

金属鉱床

(1) 多金属鉱床( 銅・鉛・亜鉛鉱床)

兵庫県下には銅・鉛・亜鉛を主体とする多金属鉱床が

多く存在する. これらはいずれも白亜紀~古第二紀の火

成活動に関連して形成されたと考えられている( 中村,

1987). 多金属鉱床の分布を第1 図に, またそれらの鉱

山名・鉱床タイプ・主な鉱種・母岩の種類を第1 表に一二

覧表として示す.

1. 梅ヶ久保鉱山

養父郡大屋町筏( 第2 図)

第1 表. 兵庫県下 の多金属鉱床 の一 覧.

第1 図. 兵庫県下の多金属鉱床の分布. 番号は本文中の鉱山・鉱

床の番号に対応する.



鉱床の概要: 夜久野複合岩類の変閃緑岩及び舞鶴層

群中の鉱脈鉱床.

規模: 走向E-W, 傾斜75 ° N.

産出鉱物: 閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱.

生成年代: 古第三紀

文献: 通 商産業 省 ・資 源エ ネル ギ ー庁(1972,

1988)

2. 妙 ヶ谷鉱山

養父郡大屋町筏( 第2 図)

鉱床の概要: 夜久野複合岩類中の閃亜鉛鉱・方鉛鉱

を主とする鉱脈鉱床.

規模・品位: 走向N40 ゜ E, 傾斜60゜ N, 脈 幅0.5~1

m. 品位はCu 0.5%,  Zn 4%,  Pb 2%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅

鉱・黄鉄鉱, 脈石鉱物として石英・緑泥石が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 通 商産業 省 ・資 源 エネル ギ ー庁(1972,

1988)

3. 安井鉱山

養父郡関宮町安井( 第2 図)

鉱床の概要: 三郡変成岩の石灰質準片岩を交代して

生じたスカルン鉱床. 鉱床付近に花崗岩体の露出

はないが, 鉱床付近にはホルンフェルス化帯が発

達している.    ご

規模・品 位:NW-SE 方向 に並ぶパイプ状の3 鉱

体よりなり, 落しの方向はNE である. 鉱体の幅

は1~ 数m で, 下部で増大する傾向がある. 品位

はZn 15~41%,  Pb 8%( 最大), Cu 0.2~0.8

%,  Ag 18~92g/1,  S 28~42% ・

産出鉱物: 主として磁硫鉄鉱・閃亜鉛鉱それに方鉛

鉱からなり, 黄銅鉱・磁鉄鉱を伴う. 灰鉄輝石が

スカルン鉱物として産するほか, 石英・緑泥石・

方解石が伴われる.

生成年代: 白亜紀~ 古第三紀

開発の歴史: 本鉱山の沿革は明らかではない. 大正

初期に銅鉱石が産出されたことがあるが, 銅鉱床

としては稼行価値に乏しい. その後の調査で亜鉛・

鉛鉱石としての品位が良好であり, また鉛鉱石が

含銀量に富むことから, 亜鉛・鉛鉱石を対象とし

ての小規模な開発の可能性が指摘されたが, ほと

んど開発されなかった.

文献: 原口(1957), 通商産業省・資源エネルギー

J二]F (1972, 1988)

4. 夏梅鉱山樽見鉱床

養父郡大屋町樽見( 第3 図)

鉱床の概要: 関宮超塩基性岩体中の断層沿いに存在

し, 鉱床は断層粘土中の長径4~6 m, 幅0.2~

1.5m のレンズ状鉱体の集合からなる.

規模・品位: 走向E-W, 傾斜70~857 S, 走向延長

30m, 傾斜延長20m, 富鉱部の脈幅2 m. 鉱石は

上部亡は磁硫鉄鉱を主とし閃亜鉛鉱・方鉛鉱を伴

う が, 下 部 で は 黄 銅鉱 に富 む も の(Cu

2.5~8.5%) や閃亜鉛鉱・方鉛鉱に富むもの(Zn

2.4%, Pb 17.1%) があり, 鉱体によって特徴

がある. また, 若干のSn (0.1~0.4%) が含ま

れている.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・磁硫鉄鉱・閃亜

鉛鉱・方鉛鉱などが存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 通商産業省・資源エネルギー庁(1972,

1988)

第2 図. 梅ヶ久保鉱山・妙ヶ谷鉱山・安井鉱山の位置図. 国土

地理院発行5 万分の1 地理図[‾村岡] を使用.

第3 図. 夏梅樽見鉱山・宮垣鉱山の位置図. 国土地理院発行

5万分の1 地形図「村岡」を使用.



5. 宮垣鉱山

養父郡養父町・大屋町宮垣( 第3 図)

鉱床の概要: 関宮超塩基性岩体中の黄銅鉱・黄鉄鉱

を主 とする石英脈.

規模・品位: 走向N40 ゜ W, 傾斜80 ゜ SW及 び走向N

60° E, 傾斜50 °NW. 品位はCu 0.8~1.0% で,

少量のNi  (0.1~0.2%) を含有.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛

鉱・方鉛鉱, 脈石鉱物として石英が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 通 商産 業 省・ 資源 エ ネル ギ ー庁(1972,

1988)

6. 旭出鉱山

養父郡大屋町中間( 第4 図)

鉱床の概要: 夜久野複合岩類 の変閃緑岩及びこれを

貫く流紋岩岩脈中 の閃亜鉛鉱・方鉛鉱を主とする

鉱脈.

規模: 走向N70 ゜ E, 傾斜50~70 ゜ N, 走向延長250m,

傾斜延長70m, 脈幅0.65~1m.

産出鉱物: 鉱石鉱物としては閃亜鉛鉱・方鉛鉱 のは

か硫砒鉄鉱・磁硫鉄鉱・磁鉄鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱,

脈石鉱物としては石英・緑泥石・方解石などが存

在.

生成年代: 古第三紀

開発 の歴史:1906 年( 明治39 年) 頃発見. 1940~

1945 年の年間出鉱量1,500~2,700 t . 1941 年度 の

出鉱量は2,704 t ( 品位Pb4  %,  Zn  6 %).

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961), 通商産

業省・資源エネルギー庁(1972,  1988), 三 好 ほ

か(1988)

7. 向陽鉱山         匸`レ,

養父郡大屋町中間( 第4 図)     ゜ 匸

鉱床の概要: 夜久野複合岩類の変閃緑岩中の黄銅鉱・

石英脈.            匸 匸

規模: 走向N70 ゜W, 傾斜60゜ N. 最大脈幅1.3m, 平

均脈幅0.5m.         二  .

産出鉱物: 鉱石鉱物としては黄銅鉱, 脈石鉱物とし

ては石英が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956)  ; 通商産業省・資源エネ

ルギー庁(1972,  1988)

8. 奥藤鉱山

養父郡大屋町若杉( 第4 図)

鉱床 の概要: 舞鶴層群上・中部層の粘板岩中の黄銅

鉱・黄鉄鉱を主とする鉱脈鉱床.

規模・品位: 走向N80 ゜ E, 傾斜80~85 ° S,脈 幅0.8

m. 品位はCu3~4%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・黄鉄鉱, 脈石鉱

物として石英が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 兵庫県(1961), 通商産業省・資源エネルギー

庁(1972,  1988)

第4 図. 旭出鉱山・向陽鉱山・奥藤鉱山・夏梅鉱山大杉鉱床・黒台谷鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形 図 「‾大 屋市 場」 を 使



9. 夏梅鉱山大杉鉱床

養父郡大屋町大杉( 第4 図)

鉱床 の概要: 流紋岩岩脈中及び舞鶴層群下部層の塩

基性火砕岩と流紋岩岩脈との境界付近に存在する

石英脈. 鉱床には上部坑( 標高445 m ) で稼行さ

れた上部鉱床と下部坑( 標高350 m ) で稼行さ れ

た下部鉱床とがある.

規模・品位: 走向N60~70 ゜ E, 傾斜45~75 ゜ N, 最

大脈幅2 m, 走向延長20m. 上部鉱床の露頭では

脈幅1.8m の磁硫鉄鉱・閃亜鉛鉱を主とする石英

脈が北へ45~50 °傾斜し, 下部鉱床で は最大脈幅

2m の磁硫鉄鉱・閃亜鉛鉱を主とする石英脈が北

へ50~75 °傾斜 している. 下部鉱床 の品位 はZn

1.34~15.75%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として閃亜鉛鉱・磁硫鉄鉱, 脈

石鉱物として石英などが存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 通商産業 省・資源エネ

ルギー庁(1972,  1988)

10. 黒台谷鉱山

養父郡大屋町横行( 第4 図)

鉱床の概要: 三郡変成岩類の塩基性及び泥質準片岩

の層理面沿いに雁行状の小レンズをなして存在.

規模・品位: 多数の露頭で の一般走向 はN70 ゜ W,

傾斜40~60 ゜ N. 最大のレンズは走向延長約20 m ,

傾斜延長60m, 平均の厚さ0.5m. 品位 はCu5~

8%,  Au 0.5g/1,  Ag 50~120g/t.

産出鉱物: 鉱石鉱物として閃亜鉛鉱・黄銅鉱・黄鉄

鉱・磁鉄鉱/ 脈石鉱物として石英・緑泥石・方解

石が存在.

生成年代: 古第三紀

開発の歴史: 第二次大戦中, 日産粗鉱量40t の記録

がある.

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961)

11. 明延鉱山

養父郡大屋町明延( 第5 図)

母岩の種類: 舞鶴層群と夜久野複合岩類およびこれ

らを貫く珪長岩・変質安山岩などの岩脈類. 特に

舞鶴層群下部層の塩基性溶岩および塩基性火砕岩

層中に優勢な鉱脈群が発達.

鉱床の概要: 開発された鉱脈は120条以上. 鉱脈の

分布範囲は東西・南北とも約4 km, 垂直的には

標高800m から-160 m に及ぶ. 鉱山地域は, その

中央部を南北に走る明延断層によって, 東部地区

と西部地区とに分けられている. 鉱脈はNW-SE

系, NE-SW 系, N-S 系, E-W 系に分けられ

ているが, NW-SE 系が圧倒的に多く, 次にNE-

SW 系, E-W 系の順で, N-S 系は極めて少ない.

東部の大部分の鉱脈はNW-SE 系でNE-SW 系

の断層や岩脈( 特に珪長岩岩脈) と交差するとこ

ろを中心に高品位のCu やSn の鉱石が見られる.

西部地区には1975年以降の開発の主体となった智

第5 図. 明延鉱山・赤金鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図「‾大屋市場」を使用.



恵門脈群( 標高340 mのレベルから垂直的に約500

m 下のレベルまで確認) がある. 明延鉱山地域に

は, 多金属鉱脈のほかに金銀鉱脈も存在する.

規模・品位: 東部地区の主要鉱脈の赤栄脈での規模

と平均品位は走向延長1400 m, 傾斜延長620 m ,

平均脈幅1.20m, 平均品位Cu 2.5%,  Zn 1.8%,

Sn 1.2% である. 西部地区の智恵門脈群には約50

条の鉱脈があり, 200 万t(Cu 1.78%,  Zn 6.25

%,  Sn 0.42%) の鉱量が得られ, さらに100万t

以上の鉱量が推定されていたが, 1987 年3.月休山

のため, 智恵門脈群の下部開発も中途で中止され

た.

産出鉱物: 鉱石鉱物としては, 黄銅鉱・錫石・閃亜

鉛鉱・方鉛鉱・鉄重石・灰重石のほか, 斑銅鉱・

砒四面銅鉱・褐錫鉱・黄錫鉱・輝蒼鉛鉱・黄鉄鉱・

自然蒼鉛・輝水鉛鉱・インジウム銅鉱・磁鉄鉱・

赤鉄鉱・硫砒鉄鉱など, 脈石鉱物として, 石英・

緑泥石のほか, 玉髄・蛍石・菱鉄鉱・鉄モンモリ

ロン石・カオリン鉱物・雲母粘土鉱物・方解石・

燐灰石などが存在.

生成年代: 古第二紀. 珪長岩岩脈についてK-Ar

法で53.9~59.2Ma  (Ishihara and Shibata,1972;

再計算値), フィッショントラック法で51~52Ma

(Nishimura,  1976)の年代が得られている.

開発の歴史: 平安時代の初期の大同年問(806~810

年) に神子畑鉱山( 明延鉱山神子畑鉱床) で銀鉱

が開発されたといわれる. 1987 年休|……U. 1921~

1987年 の累計出鉱量は17,254千t, 品位 はCu

1.03%, Zn 1.69%,  Sn 0.40%.

文献: 地質調査所(1955,1956), 兵庫県(1961,

1968), 口本鉱業協会(1968),  Ishihara and

Shibata(1972), 通商産業省・資源エネルギー庁

(1972), 滝本(1973), 通商産業省・資源エネル

ギー庁(1974), 中村・宮久(1976),  Nishimura

(1976), 三菱金属株式会社(1981), こ 好ほか

(1988), 通商産業省・資源エネルギー庁(1988)

12. 赤金鉱山

宍粟郡一宮町大路( 第5 図)

鉱床の概要: 舞鶴層群の粘板岩中の黄銅鉱・石英脈.

錫石を伴う. 主要脈は5 条.

規模・品位: 走向N10~45 ゜ W, 傾斜25~75゜W及び

15゜ E, 脈幅0.5~1.2m. 品位はCu 1.3%,  Zn 1.0

96, Sn 0.1%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛

鉱・錫石, 脈石鉱物として石英が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961), 通商産

業省・資源エネルギー庁(1973,  1988)

13. 二方鉱山

宍粟郡………'J; r l:≪IJ 方( 第6 図)

鉱床の概要: 生野層群中部累層の流紋岩質多結晶凝

灰岩中の閃亜鉛鉱・方鉛鉱・石英脈.3 条 の鉱脈

が生野層群ど夜久野層群との境界沿いに存在する.

規模・品位: 走向N10~30 ゜ E, 傾斜60° E及び60゜ w.

母岩 の緑泥石化が顕著. 品位 はPb 1.24%,  Zn

17.19%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅

鉱, 脈石鉱物として石英・緑泥石が存在.

惱 年匸 談 二紀

開発の歴史: 寛永年間に生野代官により開坑された

という. 第二次大戦~1960 年に稼行.

文献: 兵庫県(1961), 北(1961), 通商産業省・資

源エネルギー庁(1973,  1988)

14. 富国鉱山

養父郡養父町添谷( 第7 図)

鉱床の概要: 矢田川層群の頁岩及び砂岩中の石英脈.

規模・品位: 走向N50~60 ゜ E, 傾斜80 ゜ N~80゜ S.

走向延長100m. 高品位部脈 幅1.3m. 品位 はAu

3.05g/1,  Cu 0.6%,  Pb 4.5%,  Zn 2.0%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として自然銀・輝銀鉱・閃亜鉛

鉱・方鉛鉱・黄銅鉱, 脈石鉱物として石英・方解

石・菱マンガン鉱が存在.

第6 図. 二方鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「人屋市場」を使用.

第7 図. 富国鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「人屋市場」を使用.



生成年代: 古第三紀

文献: 通商産業省・資源エネルギー庁(1972,

1988)

15.大宮鉱山

朝来郡朝来町平野( 第8 図)

鉱床の概要: 夜久野複合岩類変閃緑岩~変はんれい

岩中の方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄銅鉱・石英脈.

規模・品位: 走向N60~80 ゜ E,傾斜50~60゜ NW,

走向N70~80 ゜W, 傾斜50~60゜SW, 脈幅0.2~0.8

m. 品位はCu 1~2  %,  Pb 8~14%,  Zn 4

~5  %, Ag 100~200g/t.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛

鉱・輝銀鉱・黄鉄鉱, 脈石鉱物として石英が存在.

生成年代: 古第三紀

開発の歴史: 明治年間に開坑されたといわれるが,

詳細は不明.

文献: 兵庫県(1961), 通商産業省・資源エネルギー

オ (1974, 1988)

16. 新井鉱山

朝来郡朝来町山本( 第8 図)

鉱床の概要: 超丹波帯の氷上層(Hayasaka,  1990)

の片状構造の発達した粘板岩中の黄銅鉱・方鉛鉱・

閃亜鉛鉱・石英脈. 八代鉱床と山本鉱床とがある.

規模・品位: 走向N60~70 ゜ W, 傾斜55~75゜ sw,

脈幅0.1~0.4m( 平均0.3m). 品位はCu 4.6%,

Pb 2~5%,  Zn 1~3%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・斑銅鉱・方鉛鉱・

閃亜鉛鉱・輝銀鉱, 脈石鉱物として石英が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961), 通商産

業省・資源エネルギー庁(1974,  1988), 二好は

力ヽ (1988)

17. 朝来鉱山( 立代鉱山, 立脇鉱山とも称された)

朝来郡朝来町立脇( 第8 図)

鉱床の概要: 超丹波帯の氷上層(Hayasaka,  1990)

の片状構造の発達した黒色準片岩中の斑銅鉱・黄

銅鉱・石英脈( ときに輝銀鉱を伴う).

規模・品位: 走向N40~50 ゜ W, 傾斜80 ゜ NE, 走 向

延長100m, 脈幅0.1~0.4m  ( 平均0.3m). 品 位は

斑銅鉱に富む鉱石で, Cu 4%,  Ag mg/t.

産出鉱物: 黄銅鉱・斑銅鉱・輝銀鉱・方解石・閃亜

鉛鉱.

生成年代: 古第三紀

文献: 兵庫県[]1961), 通商産業省・資源エネルギー

ル (1974, 1988)

18. 多々良木鉱山

朝来郡朝来町多々良木( 第9 図)

鉱床の概要: 生野層群最下部累層のデイサイト質火

砕岩及び丹波層群の粘板岩・砂岩中の数条の黄銅

鉱を主とする石英脈.

規模・品位: 走向E-W, 傾斜80~85 ゜ N またはS.

脈幅0.30~1.00m. 品位はCu 0.5~2.0%,  Pb 1.5

~2.5%,  Zn 1.0~2.0%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・斑銅鉱・方鉛鉱・

閃亜鉛鉱・黄鉄鉱, 脈石鉱物として石英・方解石・

蛍石が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 通商産業 省・資源エネ

ルギー庁(1988)

19. 多々良( 多太良) 鉱山

朝来郡朝来町奥多々良木( 第9 図)

鉱床の概要: 生野層群最下部累層のデイサイト質火

砕岩中の黄銅鉱・石英脈.

規模・品位: 走向ほぼE-W, 傾斜75 ゜ N, 脈幅0.15

~2.00 m . 品位はCu 0.7~1.0%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・斑銅鉱・藍銅鉱・

閃亜鉛鉱・方鉛鉱, 脈石鉱物として石英・方解石・

蛍石が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1955,  1956), 兵庫県(1961),

通商産業省・資源エネルギー庁(1988)

20. 青倉鉱山

朝来郡朝来町奥多々良木( 第9 図)

鉱床の概要: 生野層群の最下部累層のデイサイト質

火砕岩中の黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・石英脈.

規模・品位: 走向E-W, 傾斜50~60 ゜ N, 脈 幅0.5

~1 .8 m (平均0.7 m ). 品位はAg 30~50g/1,  Cu

0.3~1.2%,  Pb 1~6%,  Zn 1~2%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・斑銅鉱・閃亜鉛

鉱・方鉛鉱・孔雀石, 脈石鉱物として石英が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961), 通商産

業省・資源エネルギー庁(1988)

21. 与布土鉱山

第8 図. 大宮鉱山・新井鉱山・朝来鉱山の位置図. 国土地理院発

行5 万分の1 地理図 匚但馬竹田] を使用.



第9 図. 多 々良 木鉱山・多 々良 鉱山・青倉鉱山・与布土 鉱山の位置図・国土地理院発行5 万分の1 地形図「但馬竹田」を使用.

朝来郡山東町与布土( 第9 図)

鉱床の概要: 丹波層群の粘板岩中の黄銅鉱・閃亜鉛

鉱・方鉛鉱・石英脈.

規模・品位: 走向N20 ° W, 傾斜60 ゜ E, 脈幅0.7~

1.0m, 露頭延長130 m . 品位はCu 0.3~0.5%,  Zn

3~4%,  Pb 2~4%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛

鉱, 脈石鉱物として石英が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961)

22. 清水鉱山

多可郡加美町清水( 第10図)

鉱床の概要: 生野層群下部累層 の小野川流紋岩質火

砕岩層中 の閃亜鉛鉱を主とする石英脈及び粘土脈.

規模・品位: 走向N10 ゜ E, 傾斜50~60 ゜ E, 脈幅0.3

~1.0m. 上 盤際 に緑泥石を伴う. 品 位はPb 4

~6%,  Zn 2~10%,  Cu 2~3%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅

鉱, 脈石鉱物として石英・緑泥石が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 原口(1957b), 兵庫県(1961), 通商産業省・

資源エネルギー庁(1988)

23. 黒見・新黒見・旧黒見・三方鉱山

氷上郡氷上町三原( 黒見・新黒見・旧黒見鉱山); 氷

上郡氷上町三方( 三方鉱山)( 第10 図)

開発 の歴史:4 鉱山 は往時銀山あるいは銅山として

開発された. 黒見鉱山は明治年間に盛んに稼行さ

れ, 現地で選鉱, 精錬が行われたという. 三方鉱

山は江戸時代に開発されたと伝えられている.

文献: 地質調査所(1956), 原口(1957a), 武市・

浅井(1959), 兵庫県(1961)

23(1)黒見鉱山

鉱床の概要: 生野層群流紋岩中の方鉛鉱・磁硫鉄鉱・

石英脈.

規模: 走向N40 ° E, 傾斜70゜ S.

産出鉱物: 鉱石鉱物として閃亜鉛鉱・方鉛鉱・磁硫

鉄鉱 のほか, 黄銅鉱, 脈石鉱物として石英が存在.

生成年代: 古第三紀

23(2)新黒見鉱山

鉱床の概要: 生野層群流紋岩中の黄銅鉱・黄鉄鉱・

石英脈.

規模: 走向N80~ ㈲゜W, 傾斜70 ゜ N, 走向延長10~

15m, 傾斜延長30~35m, 脈幅0.4~0.5m.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄鉄鉱のほか, 黄銅鉱・

方鉛鉱・閃亜鉛鉱・硫砒鉄鉱, 脈石鉱物として主

に石英が存在.

生成年代: 古第三紀

23(3)旧黒見鉱 山

鉱床の概要: 丹波層群の粘板岩・チャート・砂岩中

の黄銅鉱・磁硫鉄鉱鉱脈.

規模: 走向N70~90 ゜ E, 傾斜70~80 ° E, 走向延長

10~15 m , 傾斜延長10~15 m, 脈幅0.1~0.2m の

ほぼ平行な3 条の鉱脈.

産出鉱物: 鉱石鉱物として磁硫鉄鉱・黄銅鉱・方鉛

鉱・閃亜鉛鉱, まれに硫砒鉄鉱が存在.

生成年代: 古第三紀



第10図. 清水鉱山・黒見鉱山・新黒見鉱山・旧黒見鉱山・三 方鉱山・鳥 羽鉱山 の位置図. 国土地理院発行5 万分 の1 地形 図 匚但 馬竹 田」

「生野」を使用.

23(4)三方鉱山

鉱床の概要: 丹波層群の粘板岩及び生野層群流紋岩

中の黄銅鉱・黄鉄鉱・石英脈.

規模: 走向NO~50 ゜ W, 傾斜50~80゜ EまたはW.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・黄鉄鉱のほか,

磁硫鉄鉱・閃亜鉛鉱, 脈石鉱物として石英が存在.

生成年代: 古第三紀

24. 鳥羽鉱山

多可郡加美町鳥羽( 第10図)

鉱床の概要: 生野層群下部累層の魚ヶ滝流紋岩・同

質火砕岩中の黄銅鉱・石英脈.

規模・品位: 走向N80 ゜W, 傾斜70゜ S,走向延長15

m, 脈幅0.2~0.3m。品位はCu3%( 高品位鉱Cu

15%).

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・斑銅鉱・閃亜鉛

鉱・方鉛鉱・黄鉄鉱, 脈石鉱物としてが存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 原口(1957b), 兵庫県(1961), 通商産業省・

資源エネルギー庁(1988)

25. 真鉱山

佐用郡佐用町若外|(旧名: 真)( 第n 図)

鉱床の概要: 夜久野複合岩類の変閃緑岩中の黄銅鉱・

閃亜鉛鉱・石英脈.

規模・品位: 走向N-S, 傾斜80゜ E及び走向N50~

60゜ E, 傾斜75~80°NW, 脈幅0.3m. 品位はCu

1~2%,  Zn 3~5%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛

鉱, 脈石鉱物として石英・方解石が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961)

26. 平福鉱山

佐用郡佐用町奥土居( 第11図)

鉱床の概要: 舞鶴層群の粘板岩とレンズ状の石灰岩

との境界沿いに存在し, 主として石灰岩を交代し

第11図. 真鉱山・平福鉱山 の位置図. 国 土地 理院 発行5 万 分の1

地形図「‾佐用」を使用.



て生じたスカルン鉱床.

規模・品位: 走向N50~70 ゜ W, 傾斜30~60 ゜ NE,

幅1~5 m, 走向延長130 m . 品位 はZn 20~27

%,  Pb 1.4~9%,  Cu 0.5~1.3%.

産出鉱物: 主として閃亜鉛鉱・方鉛鉱などからなり,

黄銅鉱・黄鉄鉱を伴う. 灰鉄輝石・緑簾石などの

スカルン鉱物のほか, 緑泥石・石英・方解石が存

在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961)

27. 荒尾鉱山

宍粟郡千種町荒尾( 第12図)

鉱床の概要: 花商閃緑岩の鉱脈鉱床及び鉱染鉱床

規模・品位: 走向N40~50 ° E, 傾斜75~85 ゜ W, 走

向延長40m, 脈幅0.2~1.2m の粘土を伴 う鉱脈.

母岩の一部にはCu 0.2~0.6% の鉱染状鉱や斑岩

銅鉱に似た節理沿いの網状鉱があるが, いずれも

小規模である.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・黄鉄鉱, 脈石鉱

物として石英・緑泥石, 部分的にかなりの量の緑

泥石を伴う.

生成年代: 古第三紀

文献: 兵庫県(1961), 通商産業省・資源エネルギー

ル (1973, 1988)

28. 秀重鉱山

宍粟郡波賀町水谷( 第13図)

鉱床の概要: 花崗閃緑岩体中の鉱脈鉱床及び鉱染鉱

床.

規模・品位: 走向N70~75 ° E,傾斜80~85゜ N,走

向延長40m, 脈幅0.8~0.9m( 旧坑). 品位はCu

1%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・閃亜鉛鉱・黄鉄

鉱, 脈石鉱物として緑泥石・絹雲母・石英が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961), 通商産

業省・資源エネルギー庁(1973,  1988)

29. 有賀鉱山

宍粟郡波賀町有賀( 第13図)

鉱床の概要: 花崗閃緑岩体中に発達する黄銅鉱の鉱

染帯と網状脈帯が銅鉱床として開発された.

規模・品位:2 つの鉱体がある. 第1 鉱体は長径

(N-S 方向) 18m, 短径12 m , 傾斜方向の延長30

m. 第2 鉱体は長径(N30 °Wの方向)27 m , 短

径7~10m. 品位はCu 3~5%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・磁硫鉄鉱・黄鉄

鉱・輝水鉛鉱, 脈石鉱物として絹雲母・石英が存

在.

生成年代: 古第三紀

開発の歴史: 第一次大戦当時稼行. 1941~1943年約

100 t 出鉱. 1951~1957 年約650 t (Cu 4.82%)

出鉱.

文献: 兵庫県(1961), 通商産業省・資源エネルギー

ル (1973, 1988)

30. 子町鉱山

宍粟郡一宮町子町( 第14図)

鉱床の概要: 夜久野複合岩類の変閃緑岩と生野層群

中部累層の流紋岩質多結晶凝灰岩との境界付近の

黄銅鉱を伴う石英脈と粘土脈.

規模・品位: 走向N55~70 ゜ E,傾斜60~65゜ N,最

大脈幅1.2m. 品位はCu3~4%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・黄鉄鉱, 脈石鉱

物として石英が存在.

生成年代: 古第二紀

文献: 兵庫県(1961), 通商産業省・資源エネルギー

ヴ (1988)

31. 川上鉱山

神崎郡大河内町川上( 第14図)

鉱床の概要: 生野層群を貫く花崗閃緑岩体中の黄銅

鉱・石英脈. 母岩の変質帯として緑泥石化帯と絹

第12図. 荒尾鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「‾佐用」を使用.

第13図. 秀重鉱山・有賀鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の

1地形図「‾大屋市場」匚山崎」を使用.



第14図. 千 町鉱山・川上鉱山・長谷鉱山・ 丈山 鉱山 ・琢 美鉱 山・

朝日鉱山の位置図. 国土地理 院発行5 万分の1 地形図 匚大屋市 場」

「山崎」を使用.

雲母化帯が顕著.

規模・品位: 走向N30 ゜EとN-S の2 系統の鉱脈が

ある. 傾斜はいずれも75~85゚  E. 走向延長300m,

脈幅0.1~0.2m. 品位はCu 1.5~10%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱と少量の閃亜鉛鉱,

微量の輝水鉛鉱・灰重石, 脈石鉱物として石英・

緑泥石・絹雲母・方解石が存在.

生成年代: 古第三紀

開発の歴史: 明治末期から第二次大戦後まで断続的

に稼行された.

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961), 通商産

業省・資源エネルギー庁(1974,  1988)

32. 長谷鉱山

神崎郡大河内町川上( 第14図)

鉱床の概要: 生野層群を貫く花崗閃緑岩体の周縁部

に数条の平行脈として存在する.

規模・品位: 走向N30~50 ゜ E,傾斜70~80° NW,

脈幅0.5m. 品位 はCu1~2%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・閃亜鉛鉱・黄鉄

鉱, 脈石鉱物として石英・方解石・電気石が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 通商産業省・資源エ ネ

ルギー庁(1974,  1988)

33. 丈山鉱山

神崎郡大河内町川上( 第14 図)

鉱床の概要: 花岡閃緑岩体近傍の生野層群中部累層

の安山岩中の2 条 の平行脈.

規模・品位: 走向N35 ゜ E, 傾斜70~80 ° SE, 最大脈

幅2 m. 品位はCu  1 %,  S15% 内外.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・黄鉄鉱, 脈石鉱

物として絹雲母が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 兵庫県(1961), 通商産業省・資源エネルギー

庁 (1974, 1988)

34. 琢美鉱山

神崎郡大河内町川上( 第14 図)

鉱床の概要: 花岡閃緑岩体との接触部近くの生野層

群の安山岩・同質火砕岩中の硫砒鉄鉱・黄銅鉱・

粘土脈.

規模・品位: 走向N40~60 ° E, 傾斜70~80 ゜ NW,

脈幅数cm~1.5m. 品位はAs 15~20%,  Cu 1~

2%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として硫砒鉄鉱・黄銅鉱のほか

黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱, 脈石鉱物として絹雲

母・石英が存在.

生成年代: 古第三紀

開発の歴史: 江戸時代末期に銅山として開発が始ま

り, 明治末期には川上鉱山とならんで盛んに銅鉱

石が採掘された. 大正初期からは砒鉱(As) を

対象として稼行され, その最盛期は1935年前後で

あったといわれる.

文献: 地質調査所(1955), 兵庫県(1961), 通商産

業省・資源エネルギー庁(1974,  1988)

35. 朝日鉱山

神崎郡大河内町本村( 第14図)

鉱床の概要: 花岡閃緑岩体との接触部近くの生野層

群中部累層の安山岩・同質火砕岩中の黄鉄鉱鉱脈.

部分的に銀に富む.

規模・品位: 走向N30~50 ゜ E, 傾斜70~80 ゜ SEの断

層沿いの2 条の鉱脈で, 走向方向に30~45m, 傾

斜方向に15m, 脈幅O。5~2m のレ ンズ状の黄鉄

鉱鉱体が断続的に存在. 鉱体周辺には絹雲母化作

用・緑泥石化作用・カオリン化作用が顕著. 品位

はS15~30%,  Cu 0.13%,  Ag 28 鉗/t.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜鉛



鉱, 脈石鉱物として絹雲母・緑泥石・カオリン・

石英が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1955,  1956), 兵庫県(1961),

通商産業省・資源エネルギー庁(1974,  1988)

36. 青草鉱山

朝来郡生野町上生野, 菅町( 第15図)

鉱床の概要: 生野層群下部累層の魚ヶ滝流紋岩・同

質火砕岩中の黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・石英脈.

規模・品位: 唐戸錙と小倉錙とがある. 唐戸錙は走

向N65~75 ゜ W, 傾斜70~80゜ S,脈幅0.9~2m

(平均0.7m). 小倉錙は走向N20~30 ° W, 傾斜

80° N, 脈幅0.5~0.9m. 平均品位はAg 618g/1,

Cu 10.3%,  Pb 4.7%,  Zn 4.7%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛

鉱・硫砒鉄鉱・斑銅鉱・輝銀鉱, 脈石鉱物として

石英が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961), 通商産

業省・資源エネルギー庁(1988)

37. 生野鉱山

朝来郡生野町( 第15図)

鉱床の概要: 生野層群の最下部累層~中部累層の中

で, 主として下部累層中及びN-S 系玄武岩岩脈

中に存在する多金属鉱脈鉱床. 開発された鉱脈は

70条以上. 鉱脈の分布範囲は, 東西約4 k  m, 南

北約3 k  m, 垂直的には通洞坑( 標高365 m ) の

上部約350 m, 下部850m( 最下底のレベルは海面

下485  m) に及 ぶ. 鉱脈 は, その走向 によってN

W-SE 系, E-W 系, N-S 系 に分け られ, また

分布から, 金香瀬鉱床群・太盛鉱床群・青草鉱床

群に大別されるが, 開発の対象として重要なのは,

金香瀬鉱床群と太盛鉱床群である. 特に金香瀬鉱

床群のN-S 系の主要鉱脈 は, N-S 系玄武岩岩 脈

によって, 決定的にその存在が規制されている.

生野鉱山には多金属鉱脈のほかに金銀鉱脈も存在

し, 露頭での鉱床帯を多金属帯と金銀帯とに区分

できる.

規模・品位: 金香瀬鉱床群 のN-S 系 の主要鉱脈で

ある千珠本錙では, 慶寿錙や蟹谷錙を含めると,

走向延長2,500 m , 傾斜延長1,100m 以 上にも及 び,

大規模でその稼行深度が深い. 一方, 太盛鉱床群

の主要鉱脈は通洞坑( 標高365  m) の上部240  m,

下部360  mで, 標高600~Om にわたって稼行され

ているが, 太盛鉱床群は金香瀬鉱床群 に比べて稼

行深度が浅い.

産出鉱物: 鉱石鉱物として, 黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方

鉛鉱・硫砒鉄鉱・錫石・鉄重石・ マンガ ン重石・

灰重石・黄鉄鉱 のほか, 斑銅鉱・四面銅鉱・黄錫

鉱・褐錫鉱・輝蒼鉛鉱・自然蒼鉛・輝銀鉱・濃紅

銀鉱・淡紅銀鉱・脆銀鉱・自然銀・自然金が伴わ

れ, さらに鶏冠石・磁硫鉄鉱・コバルト華・マチ

ルダ鉱・生野鉱・桜井鉱 も存在する. 脈石鉱物と

して石英・蛍石・重晶石・氷長石・方解石・緑泥

石のほか雲母粘土鉱物・氷長石・菱鉄鉱が存在す

る.

第15図. 青草鉱山・生野鉱山・福畑鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図「但馬竹田」「生野」を使用.



生成年代: 白亜期末~古第三紀. 銅鉱石中に脈石鉱

物として存在する氷長石についての年代測定(K-

Ar 法) で63.0±1.9~65.6±2.0Ma の年代値が得

られている( 通商産業省・資源エネルギー庁,

1983).

開発の歴史: 平安時代初期の大同2 年(807 年) 露

頭発見. 銀鉱を採掘. 1973 年休山. 1,200万t 以

上の鉱石が採掘された. 1956~1973年の累計出鉱

量は3,803千t( 品位Cu 0.19%,  Pb 0.43%,  Zn

2.06%, Sn 0.16%).

文献: 地質調査所(1955, 1956), 兵庫県(1961,

1968), 日本鉱業協会(1968), 滝本(1973), 中

村・宮久(1976), 通商産業省・資源エネルギー

庁(1983, 1988), 三好ほか(1988), 資源・素材

学会(1994)

38. 福畑鉱山

神崎郡神崎町福畑新田( 第15図)

鉱床の概要: 生野層群下部累層の魚ヶ滝流紋岩・同

質火砕岩中の鉱脈.

品位:Cu 1~2%,  Pb 2~3  %, Zn 3~4%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛

鉱が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 通商産業省・資源エネルギー庁(1988)

39. 大山鉱山

神崎郡神崎町奥猪篠( 第16図)

鉱床の概要: 生野層群中部累層の金香瀬安山岩・同

質火砕岩中の3 条の黄銅鉱・閃亜鉛鉱・石英脈.

規模・品位: 走向N80~90 ゜ W, 傾斜80゜ S及びN,

脈幅0.3~0.8m. 品位はCu 3%,  Zn 12~13%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛

鉱・黄鉄鉱, 脈石鉱物として石英が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961), 通商産

業省・資源エネルギー庁(1988)

40. 樺阪鉱山

多可郡加美町観音寺( 第17図)

鉱床の概要: 生野層群下部累層の流紋岩質多結晶凝

灰岩中の黄銅鉱・閃亜鉛鉱を主とする石英脈. 鉱

脈の上部ではZn ・ Pb鉱が多いが, 下部で はCu 鉱

となる傾向がある.

規模・品位: 主 脈は走向E-W, 傾斜60~80 ° N,

走向 延長1,400 m , 脈 幅0.2~0.5  m. 品 位はCu

1~3%( 上鉱でCu 15%),  Pb ↓%,  Zn 0.5~1.7

%,Ag 400g/1.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛

鉱・磁硫鉄鉱( 局部的), 脈石鉱物として石英・

緑泥石が存在.

開発の歴史: 古く江戸時代に開坑. 1876 年( 明治9

年) から稼行. 1955 年秋, 浮遊選鉱場(20t/ 月)

完成. 1957 年 の精鉱 の産出量 は30 t / 月(Cu21

%), 粗鉱品位Cu1~1.5%.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1955,  1956), 原口(1957a,b),

兵庫県(1961), 三好ほか(1988), 通商産業省・

資源エネルギー庁(1988)

扎 大日鉱山( 双葉鉱山および金蔵鉱山とも称された)

多可郡加美町豊部( 第17図)

鉱床の概要: 丹波層群の粘板岩ならびに生野層群下

部累層の流紋岩質多結晶凝灰岩中の黄銅鉱を伴う

磁硫鉄鉱鉱脈. 上記の地層を貫く流紋岩岩脈との

接触部及び同岩脈中にも鉱脈存在.8 条の平行脈

からなる. 分布範囲は1kmX ↓km 。露頭から最

下底のレベルまでの深度は220m.

規模・品位:3 主要鉱脈で走向N40~60 ゜ E, 傾斜50

~70 ゜ N, 走向 延長250~360 m , 平均脈 幅0.20~

0.35m  ( 最大1.5m). 品位は平均Cu 1~6%( 上

鉱Cul5%).

産出鉱物: 鉱石鉱物として磁硫鉄鉱・黄銅鉱のほか

閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄鉄鉱, 脈石鉱物として石英・

緑泥石が存在.

生成年代: 古第三紀

開発の歴史: 江戸時代の1728 年に開坑されたといわ

れ, 江戸時代から盛んに稼行された. 1940~1945

年双葉鉱山として操業, 選鉱場設置. 1912~1960

年の累計産出銅量は1,411 t .

文献: 原口(1957a,  b), 兵 庫県(1961), 通商産業

省・資源エネルギー庁(1988)

42. 入角鉱山

多可郡加美町牧野( 第17図)

鉱床の概要: 生野層群下部累層の流紋岩質多 結晶凝

灰岩中の黄銅鉱・石英脈.

規模・品位: 走向N60 °W, 傾斜50~70 ゜ Nのものと

第16図. 大山鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

厂生野」を使用.



第17図. 樺阪 鉱山・ 大日鉱山・人 角鉱山・大見坂鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図 匚生 野」 を使用.

走向N70~90 ゜ E, 傾斜50~70 ゜ Nの ものの2 条の

鉱脈. 脈幅0.3 m . 品位はCu 13%,  Ag 450g/t.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛

鉱・硫砒鉄鉱・錫石, 脈石鉱物として石英・緑泥

石・方解石が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 原口(1957b), 原口 ほ

か(1958), 兵庫県(1961), 通商産業省・資源 工

ネルギー庁(1988)

43. 大見坂鉱山

氷上郡山南町西谷( 第17図)

鉱床の概要: 花崗閃緑岩体中の黄銅鉱を主とする石

英脈.

規模・品位: 走向N30~50 ゜ W, 傾斜70~80 ゜ N, 走

向延長300  m, 脈幅0.2m. 品位はCu 1~3%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛

鉱・方鉛鉱・硫砒鉄鉱・まれに輝氷鉛鉱, 脈石鉱

物として石英・緑泥石・方解石が存在. 絹雲母化

作用, 緑泥石化作用が顕著.

生成年代: 古第三紀

開発の歴史: 江戸時代 に発見されたと伝えられ, 明

治中期には山元で真吹法による銅精錬が行われた.

1952 年頃まで断 続的に稼行された.

文献: 兵庫県(1961)

44. 糀屋鉱山

多可郡中町糀屋新田( 第18図)

鉱床の概要: 生野層群下部累層の流紋岩質多結晶凝

灰岩中の黄銅鉱鉱脈.

規模・品位: 走向N70~90 ° W, 傾斜70~85 ゜ N, 走

向延長5~15  m, 脈 幅0.6m. 品位はCu 2~3%

(上鉱Cu 10%).

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・閃亜鉛鉱・四面

銅鉱・黄鉄鉱, 脈石鉱物として石英が存在.

生成年代: 古第三紀

文献: 兵庫県(1961)

45. 轟( 苔縄) 鉱 山

赤穂郡上郡町苔縄( 第19 図)

鉱床の概要: 夜久野複合岩類の変閃緑岩中の黄銅鉱・

石英脈。

規模・品位: 走向N10 ゜W, 傾斜75~80 ° E, 脈幅0.3

~1.0m, 走向延 長50~70 m 。品 位はCu 2%,

Ag 70g/t.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・斑銅鉱・方鉛鉱・

閃亜鉛鉱, 脈石鉱物として石英が存在。

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961)

46. 多田鉱山

川辺郡猪名川町銀山( 第20 図)

鉱床の概要: 有馬層群の流紋岩質凝灰岩・流紋岩質

第18図. 糀屋鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「‾生野」を使用.



第19図. 轟鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図「上

郡」を使用.

第21図. 勝星鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

[‾広根] を使用.

凝灰角礫岩および同層群を貫く石英斑岩岩脈中の

多金属(Cu ・Ag ・Sn ・Zn ・Pb) 鉱脈. 鉱脈は

走向によって, NE-SW 系とNNW-SSE 系に分

けられる. 主として稼行の対象となったのは,N

NW-SSE 系の瓢箪錙である. 瓢箪錙の場合, 富

鉱部は, 石英斑岩岩脈の周縁部付近や鉱脈に大き

く斜交する断層と鉱脈割れ目との交差する部分に

存在する傾向がある.

規模・品位: 瓢箪錙で, 走向N20 ゜W, 傾斜70゜ E,

走向延長800 m , 傾斜延長200 m , 平均脈幅0.4m

(最大1.6m). 斑銅鉱の富鉱部の場合, 品位はCu

20~30% に及ぶことがある.

産出鉱物: 鉱石鉱物として斑銅鉱・黄銅鉱・自然銀

のほか, 方鉛鉱・閃亜鉛鉱・安四面銅鉱・錫石・

褐錫鉱・モースン鉱など, 脈石鉱物として石英・

方解石・絹雲母が存在. 特に主要な鉱物が斑銅鉱

で, これに自然銀が伴われることが特徴.

生成年代: 白亜紀~古第三紀. 石英斑岩岩脈の年代

は76.9~77.0Ma (金属鉱業事業団, 1987). 鉱脈

の生成時代は生野鉱山の鉱脈鉱床の生成時代と同

時期( 白亜紀~古第三紀) の可能性がある.

開発の歴史: 奈良の大仏の鋳造に銅を献上したのが

起源といわれる. 多田鉱山 は昔から主 として銀を

産出し, 天正, 慶長年間(1570~1620 年) に盛況

を呈したといわれる. 瓢箪錙では豊臣秀吉が大阪

城築城の際, 当時の金額にして72,300 両を採掘し

たと伝えられる. 1662 年幕府の直轄. 江戸時代多

田天領として断続的に稼行. 幾多 の変遷をへて第

2 次大戦後再開. 1973 年5 月休山. 1966~1973 年

の出鉱量:8.2 万t, 品位Ag 390g/1,  Cu 2.50

%.

文献: 宮村ほか(1958), 日本鉱業協会(1968), 滝

本(1973), 金属鉱業 事業団(1987), 三好 ほか

(1988)

47. 勝星鉱山

川西市黒川( 第21 図)

鉱床の概要: 丹波層群の粘板岩中の黄銅鉱・石英脈

規模・品位: 走向N20~40 ゜ W, 傾斜40~70 ゜ N, 脈

幅0.1~1.5m. 品位はCu 7~10%

産出鉱物: 黄銅鉱を主とし, わずかに斑銅鉱・黄鉄

鉱を伴う.

生成年代: 古第三紀

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961)

48. 帝釈鉱山

神戸市北区山田町坂本( 第22 図)

鉱床の概要: 有馬層群 の流紋岩中の黄銅鉱・石英脈.

4 条の鉱脈存在. 微量の金・銀を伴う.

規模・品位: 走向N40 ゜ W, 傾斜70~85 ゜ NE, 脈幅

O. 15 m . 品位はCu 10%,  Ag 50~400g/1.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛

鉱・斑銅鉱・方鉛鉱, 脈石鉱物として石英が存在.

生成年代: 古第三紀.

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961), 藤田・

笠間(1983)
第20図. 多田鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「広根」を使用.



(2) 金・銀鉱床

兵庫県下の金・銀鉱床はいずれも鉱脈鉱床として産す

る. これらの金・銀鉱床の分布を第23図に, 鉱山名・鉱

種・母岩の種類・生成年代を第2 表に示す.

49. 沖ノ浦鉱山

城崎郡香住町沖ノ浦( 第24図)

鉱床の概要: 北但層群豊岡累層の安山岩及び同質火

砕岩層中の含金銀石英脈.

規模・品位: 主要脈は1 条. 走向N70 ゜ W, 傾斜

70゜ S, 平均脈幅1.2m. 品位はAu 5~6 g/t,

Ag 40~50g/1,  Cu 2%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として自然金・輝銀鉱・黄銅鉱,

脈石鉱物として石英が存在.

開発の歴史:1920 年に露頭が発見された. 1922~

1942年3 月までの生産量は精鉱で166,855t (平均

品位Au 16.8g/t,  Ag 16g/t,  Cu 1.85%).  1942

第22図. 帝釈鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「神戸」を使用.

第2 表. 兵 庫県下 の金 銀鉱床 の一 覧.
第23図. 兵庫県下の金・銀鉱床の分布. 番号は本文中の鉱山・鉱

床の番号に対応する.

第24図. 沖ノ浦鉱山・新但馬鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万

分の1 地形図 匚香住」を使用.



年3 月休山.

文献: 地質調査所(1955), 兵庫県(1961), 資源・

素材学会(1994)

50. 新但馬鉱山

城崎郡香住町境( 第24図)

鉱床の概要: 北但層群豊岡累層の安山岩質火砕岩層

中の4 条の石英脈( 一部粘土脈).

規模・品位: 走向E-W, 傾斜80゜ Nの4 条の石英

脈( 一部粘土脈). 脈幅0.2~0.6 m. 1941 年分析

の品位はAu 1.0~5.0g/1,  Ag 150~200g-/1,

Cu 3.5~5.0%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛

鉱, 脈石鉱物として石英が存在.

開発の歴史:1940~1943 年に探鉱を行ったが, 成果

があがらず休山. 生産量についての統計的資料は

ない.

文献: 資源・素材学会(1994)

51. 金中鉱山

城崎郡香住町大谷( 第25図)

鉱床の概要: 矢田川層群の流紋岩および同質火砕岩

中の含金銀石英脈で, 黄銅鉱を伴う.

規模・品位:2 条の主要脈がある. 脈幅が露頭部分

で4m 以上, 坑内の錙押部分で平均1m と報告さ

れているが, 詳細は不明. 1941 年分析の品位は

Au 0.5~2g/t,  Ag 80~130g/1,  Cu 2.0%.

産出鉱物: 銅鉱物として黄銅鉱・自然銅が存在する.

脈石鉱物は主として石英.

開発の歴史: 明治初年頃稼行されたといわれ, また

1940年頃探鉱が行われたが, 成果があがらず休山.

生産量については統計的資料がない.

文献: 資源・素材学会(1994)

52. 但馬大谷鉱山

城崎郡香住町大谷( 第25図)

鉱床の概要: 矢田川層群の流紋岩および火砕岩中の

含金銀石英脈で, 黄銅鉱を伴う.

規模・品位:5 条の含金銀石英脈がある. 走向N

50゜ E, 傾斜60~80 °NW, 脈幅約1.5m, 走向延長

約500  m. 1941 年分析の品位はAu 1.0~5.0  g/1,

Ag 20~50g/1,  Cu 0.8%.

開発の歴史: 明治初年頃に開発されたと言 われ, ま

た1941年頃に探 鉱が行われたが, 生産量について

の統計的資料はない.

文献: 資源・素材学会(1994)

53. 金明鉱山

美方郡村岡町山田( 第26 図)

鉱床の概要: 北但層群豊岡累層の安山岩質火砕岩中

の含金銀石英脈で, 黄鉄鉱を伴う.

規模・品位: 詳細は不明.

開発の歴史:1934~1941 年 に断続的に探鉱が行われ,

小規模に採掘されたが, 出鉱量については資料が

なく不明.

文献: 資源・素材学会(1994)

54. 美方鉱山

美方郡村岡町山田( 第26図)

鉱床 の概要: 北但層群豊岡累層 の安山岩質火砕岩

(凝灰角礫岩) 中の含金銀石英脈.2 条 の主要鉱

脈がある.

規模・品位: 主要鉱脈の規模および品位は第3 表 の

通りである.

産出鉱物: 詳細不明.

開発の歴史: 大正初期には本谷鉱山と称されていた.

1929~1943 年に断続的に探鉱が行われたが, 生 産

量についての資料は不明.

文献: 資源・素材学会(1994)

第25図. 金中鉱山・但馬大谷鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万

分の1 地形図「香住」を使用.

第26図. 金明鉱山・美方鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の

1地形図「香住」を使用.



55. 但馬鉱山

城崎郡香住町祖谷( 第27図)

鉱床の概要: 北但層群豊岡累層の安山岩質火砕岩層

中の含金銀石英脈.

規模・品位: 主要鉱脈の規模と品位は第4 表のよう

である.

産出鉱物: 金銀鉱物として自然金・輝銀鉱・角銀鉱,

脈石鉱物として石英・方解石が存在.

開発 の歴史:1894 年( 明治27 年) 発見. 1934~1940

年 稼行. 1934~1940 年の産出量 はAu 270,375g,

Ag 4,862.294kg ・

文献: 資源・素材学会(1994)

56. 旭( 奥須井) 鉱山

城崎郡竹野町奥須井( 第27図)

鉱床 の概要: 北但層群豊岡累層の安山岩質火砕岩層

および花崗岩中の含金銀石英脈.

規模・品位: 走向N5 ゜E, 傾斜80 ° E, 走向N60 ° E,

傾斜80 ° N, 走向N42 ゜ E, 傾斜80 °NW の3 条 の含

金銀石英脈がある. 走向延長30~80 m , 脈幅0.6

~1 .0 m . 品位は最高Au 20g/t.

産出鉱物: 多量の硫化物を伴 う.

開発の歴史: 大正末期から1928  (昭和3) 年まで数

年間稼行. 1940 年に再開. 1940 年 の年間産出量 は

粗鉱約l.OOOt, 精鉱373t.

文献: 資源・素材学会(1994)

57. 武尾鉱山

城崎郡竹野町奥須井( 第27 図)

鉱床の概要: 花崗岩中の含金銀石英脈.

規模・品位: 走向N20~30 ° E, 傾斜60~70 ゜W また

はE の8 条の南北系平行脈と走向N70 ° Eの1 本の

石英脈 からなる. 脈幅1~15  m. 品位は一等鉱

Au 40~60  g/1, 二等鉱Au 20~40g/t, 三 等鉱

Au 10~20g/1, 四等鉱Au 4~9 g/t.

産出鉱物: 詳細不明. 脈石鉱物の主体は石英.

開発の歴史:1941 年頃, 露天採掘のあと坑内採掘が

行われた. 1941 年のAu 産出量は1.5kg.

文献: 資源・素材学会(1994)

58. 竹野鉱山

城崎郡竹野町東大谷( 第28図)

鉱床の概要: 主として北但層群八鹿累層・豊岡累層

の安山岩・流紋岩及び同質火砕岩層中の含金銀テ

ルル石英脈. 花崗岩中では劣化. 鉱脈の分布範囲

は東西3 km, 南北1.5km.

規模・品位: 轟錙では走向N10 ゜W, 傾斜80° E,走

向延長250 m, 傾斜延長150 m , 脈幅0.6~3.1mで,

品位はAu 10g/1,  Ag 700g/t. 虫谷錙では走

向N20~30 ° E,傾斜60゜ W, 走向延長820 m , 傾

斜延長290 m, 脈幅0.9~6.0mで, 品位はAu 14.8

g/t,  Ag 169g-/1. 主要脈の虫谷錙は露頭から

300m 下部まで開発された.

産出鉱物: エレクトラム・自然銀・輝銀鉱のほか,

Au  ― Ag―Te系の鉱物として, ヘッス鉱・ペッツ

鉱, 自然テルルを産する. 黄銅鉱・黄鉄鉱・方鉛

鉱・閃亜鉛鉱・四面銅鉱などを伴う. 脈石鉱物と

して石英・氷長石のほか, 方解石・苦灰石・緑泥

石・絹雲母・カオリン鉱物などが存在する.

生成年代: 脈石鉱物として産する氷長石のK-Ar

年代は17.9~18.2Ma  (Soeda and Watanabe,

1981).

開発の歴史:1868 年( 明治元年) 鬼神谷坑で採掘開

始, その後断続的に稼行. 1895 年( 明治28年) 轟

第3 表. 美方鉱山における主要鉱脈の規模と品位.

第4 表. 但馬 鉱山における主要鉱脈の規模と品位.

第27図. 但馬鉱山・旭( 奥須井) 鉱山・武尾鉱山の位置図. 国土

地理院発行5 万分の1 地形図「香住」を使用.



本坑で採掘開始, その後断続的に稼行. 1923~

1948年, 虫谷坑で稼行. 1944~1949年, 新鬼神谷

坑で稼行. 1949 年休山. 1911~1949年の出鉱量は

302,966 t (品位Au 13.6g/t ; Ag 291g/t).

文献: 地質調査所(1955), 兵庫県(1961), 日本鉱

業協会(1968),  Soeda and Watanabe(1981),

資源・素材学会(1994)

59. 金原鉱山

城崎郡竹野町坊岡( 第28図)

鉱床の概要: 主として花崗岩中の含金銀石英脈.

規模・品位: 主要鉱脈の規模および品位を第5 表に

示す.

産出鉱物: 詳細不明.

開発 の歴史: 慶長年間(1596~1614 年) に発見.

1907 (明治40) 年頃から稼行. 1936 年の産出量 は

Au 4,128g, Ag 2,454g.  1943 年 に休山.

文献: 資源・素材学会(1994)

60. 八佐鉱山

豊岡市辻( 第29 図)

鉱床 の概要: 北但層群豊岡累層の流紋岩中の2 条の

含金銀石英脈.

規模・品 位 ヒ祥雲錙 は走向N35 ゜ E, 傾斜50~70 ゜

NW で走向延長約230 m , 庄雲沢錙は走向N35 ゜ E,

傾斜60 ゜NW で脈 幅0.5~1.2m である. 品位は庄雲

沢錙でAu 5~6  g/t.

開発の歴史: 安政(1854~1859) 年間に発見された

とされているが, 詳細は不明. 1930 年頃には豊盛

鉱山, 1936 年頃には祥雲鉱山と称され, 金鉱141t

を産出したという記録かおる. 1941 年以降は八佐

鉱山として稼行され, 約400 t /月( 平均品位Au

4~5g/t,  Ag 150~300g/t) を出鉱した.

1943年休山.

文献: 資源・素材学会(1994)

61. 神美鉱山

豊岡市奥野( 第30図)

鉱床の概要: 花崗岩中の含金銀石英脈で,3 条の主

要な脈がある.

規模・品位: 本鐘は走向N30~35 ゜ E,傾斜65゜NW

で, 脈幅15~30cm. 4 号鐘は走向N40~45 ゜ E,

傾斜55゜ SEで, 脈幅10~70cm. 弁天鎚は走向N40

~45゜ E, 傾斜55° SEで, 脈幅5~25cm. 一般に下

部ほど脈幅を減ずる傾向がある.

産出鉱物: 詳細不明.

開発の歴史:1925 年頃に発見され, その後断続的に

小規模に稼行されたが, 1943 年に休山. 1935~

1940年の生産量はAu 502,727g, Ag 2,906,814g.

1941~1942年の出鉱量は,80~100 t であったと

の記録があるが, 金銀の生産量は不明である.

文献: 資源・素材学会(1994)

第28図. 竹野鉱山・金原鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の

1地形図「‾香住」「城崎」を使用.

第5 表. 金原鉱山における主 要鉱脈の規模 と品 位.

第29図. 八佐鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「香住」「城崎」を使用.

第30図. 神美鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

匚城崎」を使用.



62. 大東鉱山

美方郡美方町秋岡( 第31図)

鉱床の概要: 照来層群の安山岩質火砕岩中の含金銀

石英脈. その一般走向はE-W, 時にN50 ゜Wで,

傾斜は70゜ N. 走向延長は2,000m に及び, 脈幅は

0.7~2.0mである.

規模・品位: 富鉱部は走向延長50~60 m , 傾斜方向

60m の規模で, 特に高品位のところで は, Au

l,000g/t, Ag l.OOOg/t である. 鉱石の平均品

位はAu 30  g/1.

産出鉱物: 鉱石鉱物として, 自然金・自然銀・輝銀

鉱のほか, 黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・

硫砒鉄鉱, 脈石鉱物として石英および方解石が存

在.

開発の歴史:1932 年4 月露頭が発見された. 1933~

1936年に手選金銀精鉱726 t ( 平均品位Au 180g

/t, Ag l.OOOg/t) を産出した. 一時1944年に

休山したが, 再開後, 1948 年に約30t( 平均品位

Au 76.1g/t,  Ag l,150g/t),  1961 年に約50t

(平均品位Au llAg/1,  Ag 73g/t) を産出した.

1964年に休山.

文献: 資源・素材学会(1994)

63. 峯山鉱山

美方郡美方町久須部( 第32図)

鉱床の概要: 照来層群の流紋岩及び同質火砕岩層中

の含金銀石英脈

規模・品位: 主要鉱脈の南錙の規模と品位は以下の

ようである. 走向N75 ゜W, 傾斜70~80゜ N,脈幅

0.2~3m( 平均1m 内外) で, 錙押延長は約800m

に達する. 延長約100 m の4 ヶ所の富鉱部が稼行

の対象となっていた. 最も鉱況の良好な富鉱部で

は, 脈幅が最大3m に達し, 品位はAu 5~13g

/t.  Ag 50~240g/t を示す.

産出鉱物: 鉱石鉱物として自然金・輝銀鉱・黄鉄鉱,

脈石鉱物として石英が存在.

開発の歴史: 足利時代に発見されたが, 詳細は不明.

明治初期に金鉱の存在が知られてから, 断続的に

稼行された. 1936~1940年の金銀鉱石の生産量は

925t (平均品位Au 7.9g/t,Ag 100g/t).  1951

年の生産量は524t (平均品位Au 9.7g/t,  Ag 110

g/t).

文献: 地質調査所(1955), 兵庫県(1961), 資源・

素材学会(1994)

64. 射添鉱山

美方郡村岡町熊波( 第33図)

第31図. 大東鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

匚若桜」を使用.

第32図. 峯山鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「村岡」を使用.

第33図. 射 添鉱 山 の位置 図. 国 土地 理院 発行5 万 分 の1 地 形図

「‾村岡」を使用.                    ▽



鉱床の概要: 照来層群の流紋岩中の含金銀石英脈.

規模・品位:2 条 のNW -SE 系 の平行脈( 金山本

坑鐘・太豊鐘) がある. いずれも走[司N50~60 ゜

W, 傾斜ほぼ垂直で, 走向延長 は約150 m 十, 脈

幅は0.5~2.0m である.

産出鉱物: 詳細不明.

開発の歴史: 慶長(1596~1614) 年間に城主村岡但

馬守が開山したといわれる. 大正年間から断続的

に稼行された. 1970 年の出鉱量 は12 t (Au 20g

/t).  1971 年の出鉱量 は6t(Au 9.3g/t).

文献: 資源・素材学会(1994)

65. 三方鉱山

城崎郡日高町羽尻( 第34図)

鉱床 の概要: 北但層群豊岡累層の礫岩・安山岩質火

砕岩( 凝灰岩・凝灰質砂岩) 中の含金銀石英脈で,

4 条の主要鉱脈が500 ×500m の範囲に平行して存

在する. これらの鉱脈は本鉱山の北方に位置する

但馬三方鉱山の諸鉱脈の走向延長部にあたる.

規模・品位:4 条の主要鉱脈の規模は, 走向NO~

30゜ W, 傾斜50~90 ° E, 走向延長200~400 m , 脈

幅25~100cm で, 平均 品位はAu 1.6~3.0g/1,

Ag 22~50g/t,  Pb 0.6~3%,  Zn 0.7~4%.

主要鉱脈のうち, 主に稼行の対象となったのは↓

号鐘で, その富鉱部の延長は約50 m , 脈幅40~50

cm であった.

開発の歴史:1932~1951 年に稼行された. 最盛期の

1941年の出鉱量 は2,001t (Au 6.3g/t,  Ag 65g

/t).  1941~1951 年 の出鉱量 は2,190t (Au 6. 縦

/t,  Ag  71g/t).

文献: 資源・素材学会(1994)

66. 但馬三方鉱山

城崎郡日高町羽尻( 第34 図)

鉱床の概要: 北但層群豊岡累層の礫岩・砂岩層( 辻

礫岩層) と走向NO~20 ゜W の安山岩岩脈中の含金

銀石英脈.10 条余りの鉱脈があり, いずれも走向

N25 ゜Wで,20~50m の間隔でほぼ平行に分布し

ている. 礫岩・砂岩層中で鉱況が優勢であったと

いわれる. 岩脈は一部で鉱床の母岩となっており,

その走向は鉱脈とほぼ平行である. 鉱脈の分布範

囲は東西4 km, 南北1 km.

規模・品位: 主要鉱脈の規模と品位を第6 表に示す.

産出鉱物: 鉱石鉱物として自然金・自然銀・輝銀鉱

のほか, 閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱・硫

砒鉄鉱, 脈石鉱物として石英及 び少量の方解石が

存在.

開発の歴史: 発見は数100 年前と伝え られている.

江戸時代は生野鉱山の支山として盛んに稼行され

た. 1945 年休 山. 1949 年 に再 び稼行さ れたが,

1951 年に休山. 1937~1945 年に200t/ 月程度の金・

銀・鉛・亜鉛鉱(Pb 十Zn 10% 程度) を出鉱.

1949~1950 年に270t/ 月程度出鉱.

文献: 地質調査所(1955,  1956), 兵庫県(1961),

日本鉱業協会(1968), 資源・素材学会(1994)

67. 中瀬鉱山

養父郡関宮町中瀬( 第35図)

鉱床 の概要: 関宮超塩基性岩体の北縁部近くの地域

(東西↓km, 南北2.5km の範囲) に露出す る三郡

変成岩類とこれを貫く石英閃緑岩及び安山岩・同

質火砕岩中の含金銀アンチモン石英脈で, NE-

SW 系, E-W 系, NW-SE 系 の10 数条 の鉱脈が

ある. 鉱脈には早期に形成さ れた多 金属(As ・

Zn ・Pb ・Cu ・Bi) 鉱脈と, 晩期に形成された金・

銀・アンチモン(Au ・Ag ・Sb) 鉱脈とがある.

NE-SW ・E-W 系の鉱脈は小規模なものが多く,

第6 表. 但馬三方鉱山における主要鉱脈の規模と品位.

第34図. 三方鉱山・但馬三方鉱山の位置図. 国土地 理院発行5 万分 の1 地形図「村岡」を使用.



主として早期の多金属鉱脈であるが, 稼行の対象

となったNW -SE 系の鉱脈は晩期の金・銀・ア

ンチモン鉱脈で, 主要鉱脈の石間歩錙, 万寿錙の

ような大規模なものがある. 鉱脈の割れ目は, 火

道構造に規制されている. また, 各種の岩脈が存

在する.

規模・品位: 主要鉱脈である石間歩錙と万寿錙の規

糢および品位を第7 表に示す.

産出鉱物: 鉱石鉱物として自然金・輝安鉱のほか,

含銀四面銅鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・ベル

チエ鉱・アンドル鉱・毛鉱・硫砒鉄鉱など, 脈石

鉱物としては主として石英で, ほかに方解石・苦

灰石・アンケル石などが存在.

生成年代: 多金属鉱脈の時期は古第三紀, 金銀アン

チモン鉱脈の時期は新第三紀中新世と考えられる

(中瀬鉱山北部の北但層群の中に輝安鉱を含む鉱

脈かおる).

開発の歴史:1573 年( 天正元年) 八木川より砂金発

見. 1582 年( 天正10年) から1729年( 亨保13年)

が全盛期で, 中瀬銀山町と称された. 1948 年アン

チモン製錬所建設. 1968 年9 月採掘休止. 1956 年

4 月~1966 年3 月累計産出精鉱量 は金銀精鉱

14,031 t (AU 155g/t ; Ag 123.7g/t). アンチ

モン精鉱6,018 t (AU 64 Ag/1 ; Ag 1840.7g/1 ;

Sb 31.9%). 硫化精鉱11,409 t (S 44.9%)

文献: 地質調査所(1955), 兵庫県(1961), 三好は

か(1988), 日本鉱業協会(1968), 通商産業省・

資源エネルギー庁(1972), 滝本(1973), 中村

(1987), 通商産業省・資源エネルギー庁(1988),

資源・素材学会(1994)

68. 養父鉱山

養父郡養父町大薮( 第36 図)

鉱床 の概要: 矢田川層群の流紋岩及び同質火砕岩中

の硫砒鉄鉱を主とする含銀石英脈. 鉱脈 にはN-

S系およびE-W 系 があるが, N-S 系の方が優勢.

規模: 走向延長40 m , 傾斜延長40 m , 脈幅2~3m

(最大).

産出鉱物: 鉱石鉱物として硫砒鉄鉱を主とし, 銀鉱

物として自然銀・輝銀鉱・濃紅銀鉱が存在. ほか

に閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱などを含む.

脈石鉱物として石英が主で, 方解石・絹雲母など

を伴う.

生成年代: 白雲母について68.9±2.2Ma のK-Ar 年

代測定値( 渡辺ほか, 1985) がある. 大身谷鉱山・

生野鉱山の氷長石についての年代測定値 も参照す

ると, 白亜紀末~ 古第三紀と推定される.

開発の歴史:1931 年より断続的に稼行された. 1966

~1970 年の出鉱 量 は3,216t ( 品 位Au 0.6t,  Ag

363g/t).

文献: 兵庫県(1961), 渡辺 ほか(1985), 資源・素

材学会(1994)

69. 糸井鉱山

朝来郡和田山町堀場( 第37 図)

鉱床の概要: 矢田川層群 の流紋岩及び同質火砕岩層

中の含金銀石英脈.

規模・品位:7 条の含金銀石英脈. 走向N-S,  N20

~40゜W またはN80 ゜W, 走向延長50~300 m , 脈

幅0.1~0.5m. 品位はAu 3.0~4.0g/1,  Ag 200g

/t.

産出鉱物: 鉱石鉱物として自然金・自然銀・輝銀鉱・

黄鉄鉱及び少量の黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱, 脈

石鉱物として石英が存在.

文献: 地質調査所(1955), 兵庫県(1961)

第35図. 中瀬鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「‾村岡」を使用. 第36図. 養父鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「‾出石」を使用.

第7 表. 中瀬鉱山におけ る主要鉱 脈の規模 と品位.



70. 大身谷鉱山

宍粟郡一宮町富上野( 第38図)

鉱床の概要: 大身谷鉱山地区と明延鉱山地区とを一

つの鉱床帯とみなすと, 明延・大身谷鉱床帯は,

東西8 km, 南北7km に及び, 露頭での鉱石の特

徴によって, 明延鉱山を中心とする多金属鉱脈の

分布する地帯( 多金属帯) と大身谷鉱山や神子畑

鉱床の金銀鉱床の分布する地帯( 金銀帯) とに区

分される. 鉱床は舞鶴層群中~上部層, 主として

中部層の泥岩中の含金銀石英脈で, 富盛鉱床・大

立鉱床・寺沢鉱床などが主として開発された. な

お, タクミ谷・川端坑・境坑などの多金属鉱脈群

の母岩は舞鶴層群下部層の塩基性溶岩・同質凝灰

岩である.

規模・品位: 全体として, 富盛鉱床は走向N70~

80゜ W, 大立鉱床はN70 ゜W で, 両鉱床を一続きの

鉱床とみなすと, その総延長 は2,500 m 以上 とな

る. 富盛鉱床は多数の含金銀石英脈の集まりで,

一つの単位鉱脈の規模は走向延長30~200 m, 脈

幅0.3~2m であ る. 品位Au 0.5~2.0g/t,  Ag 60

~600g/1.

大立鉱床には淡立脈と大山脈がある. 淡立脈は

走向N45~70 ゜ W, 傾斜70゜ S, 平均脈幅0.7m, 走

向延長500m. 大山脈は走向N45 ゜W, 傾斜60゜ S,

走 向 延長1,000 m . 高 品 位 の銀 富 鉱 部(Ag

3,000~5,000g/t) はそれぞれの鉱脈 が金着断層

(走向N60 ゜ E, 傾斜70 °NW) と交叉するところの

近くに存在する.

産出鉱物: 鉱石鉱物として輝銀鉱・自然銀が主で,

ほかにエレクトラム・濃紅銀鉱・脆安銀鉱・ピア

ス鉱などがある. 微粒の黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛

鉱 も伴われる.

生成年代: 含金銀石英脈中の氷長石 のK-Ar 年 代

は67.6~69.6Ma  (山岡・植田, 1974) および62.5

±3.1~62.7 ±3.1Ma( 通商産業省・資源エネルギー

庁, 1982).

開発の歴史: 藩政時代に銀・銅を製錬したと思われ

る場所があるが, 発見時代 は不明. 1909 年に富盛

鉱床発見. その後, 断続的に開発. 1914~1923 年,

1  1937~1943 年, 1951~1984 年12 月に稼行(1959 年,

富盛坑の取明け. 富盛鉱床・大立鉱床の探査開発).

1985 年7 月休山. 累計産出鉱量274,300 t , 品 位

はAu 1.8g/1,  Ag 422g/t.

文献: 兵庫県(1961,1968), 日本鉱業 協会(1968),

通商産業省・資源エネルギー庁(1973,1974), 山

岡・植田(1974), 森・港(1981), 通商産業省・

資源エネルギー庁(1982,1988), 中村(1987),

三好 ほか(1988), 資源・素材学会(1994)

71. 明延鉱山神子畑鉱床( 神子畑鉱山)

朝来郡朝来町神子畑( 第39 図)

鉱床の概要: 明延・大身谷鉱床帯(No.52 大身谷

鉱山参照) の金銀帯に位置する. 鉱床は夜久野複

合岩類中のE-W 系 の含金銀石英脈で,4 条 の主

要脈がある.

規模:4 条の主要脈は加盛脈・金盛脈・金山脈・秀

盛脈. 加盛脈は走向N60~70 ° W, 傾斜65 ° N, 走

向延長2,200m, 平均脈幅6m( 最大20m). 西方

では七十枚谷の金銀鉱化帯 へ連続する.

産出鉱物: 金銀鉱物としては自然金・輝銀鉱が主体

で, 黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・菱マン

ガン鉱を伴う. 脈石鉱物として石英・菱鉄鉱が存

在.

生成年代: 大身谷鉱山の含 金銀石英 脈の生成年代

第37図. 糸井鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「出石」を使用.

第38図. 大身谷鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「大屋市場」を使用.



(62.5~69.6Ma) と同時期.

開発の歴史: 開発の歴史は古く, 平安初期の大同年

間(806~810 年) に銀鉱石が採掘されたといわれ

る. その後, 断続的に開発. 1909 年( 明治42年)

まで稼行. 採掘跡から推定して, 既採掘量は43万

t. 手選後の品位はAu lOg/t,  Ag 650 g/t と

推定される.

文献: 兵庫県(1968), 通商産業省・資源エネルギー

庁(1974,  1988), 資源・素材学会(1994)

72. 繁盛鉱山

宍粟郡一宮町井内( 第40図)

鉱床の概要: 舞鶴層群中部層の泥岩層中の含金銀石

英脈.

規模: 走向N60 °W, 傾斜50゜ N,脈幅0.2~0.3m.

数条の鉱脈があるが, 詳細不明.

産出鉱物: 石英・方解石

文献: 通商産業省・資源エネルギー庁(1973,

1988)

77. 大乗鉱山

朝来郡朝来町山本( 第41図)

鉱床の概要: 明延・大身谷鉱床帯と生野鉱床帯との

中間にある鉱床帯は, 新井・大乗鉱床帯と称され

ている. 新井・大乗鉱床帯でも多金属帯と金銀帯

,  を区分でき, 大乗鉱山の鉱床は金銀帯に位置する.

大乗鉱山の鉱床は, 夜久野複合岩類の変閃緑岩~

変はんれい岩中の含金銀石英脈.

規模・品位: 主要鉱脈として宝沢錙と納座錙がある.

宝沢錙は走向N60~80 ゜W, 傾斜60~80゜ S,脈幅

0.1~1.8mで, 走向延長は, 露頭の追跡, 旧鉱の

分布から推定して1,000m 前後と考えられる. 個々

の単位鉱脈の規模は走向延長5~80m と推定され

る. 納座錙は走向N80 °W, 傾斜80゜ S, 脈幅1.2~

3m( 局部的に7m) で走向延長約1,700 m に達

する.

宝沢錙の三号坑とそれより150 m 下の大切坑, お

よび納座錙での品位を第8 表に示す. 上記の2 条

の鉱脈のほかに西山錙( 走向E-W, 傾斜75° S,

脈幅1.5m) がある.

産出鉱物: 金銀鉱物としては自然金・輝銀鉱が主体.

自然銀・黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・孔

雀石を伴う. 脈石鉱物として石英・方解石が存在.

生成年代: 大身谷鉱山の含金銀石英脈の生成年代

(62.5~69.6Ma) と同時期と考えられる.

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961,  1968),

通商産業省・資源エネルギー庁(1974,  1988),

第39図. 明延鉱山神子畑鉱床の位置図. 国土地理院発行5 万分の

1地形図「‾大屋市場」を使用.

第40図. 繁盛鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「大屋市場」を使用.

第41図. 大乗鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「但馬竹田」を使用.

第8 表. 大乗鉱山 におけ る主要鉱 脈の品位.



資源・素材学会(1994)

74. 富栖鉱山

宍粟郡安富町皆河( 第42図)

鉱床 の概要: 生野層群の泥岩層, 流紋岩及び同質火

砕岩層中の含金銀石英脈. 安富町と山崎町の境界

に, 東西約700m, 南北約200 m の範囲に多数の含

金銀石英脈が存在する. 主として稼行の対象となっ

たのは西盛鉱床.

規模・品位: 走向N70~90 ゜ W, 傾斜60~80 ゜ N また

はS, 走向延長300 m , 脈幅1~1.5m. 品位はAu

5~lOg/t, Ag 30~50g/t ・

産出鉱物: 鉱石鉱物として自然金・黄銅鉱・黄鉄鉱

など, 脈石鉱物として石英が存在.

開発の歴史:1935 年東山の露頭発見. 1936 年4 月西

山( 西盛鉱床) の露頭発見. 1937 年3 月~1938 年

10月の出鉱量 は21,852t ( 平均品位Au7.8g/1,

Ag 15g/t).  1941~1981 年 の出鉱 量 は199,079t

( 平均品位Au 6.2g/1,  Ag 21g/t).  1985 年休山.

1937 年3 月~1938 年10 月21.852t  ( 平 均 品位Au

7.8g/t,  Ag 15g/t) を出鉱. 1941~1981 年の出

鉱量は199,079t  ( 平均品位Au 6.2g/t,  Ag 21g

/t).

文献: 地質調査所(1955), 兵庫県(1961), 資源・

素材学会(1994)

75. 旭日鉱山

赤穂市上郡町岩木( 第43 図)

鉱床の概要: 相生層群鶴亀累層最下部の皆坂安山岩

層( 厚さ250m) 巾に存在す る含金銀石英脈. 鉱

床母岩として重要なのは, 緻密な安山岩( 旭日鉱

山でアサヒライトと称された) で, 富鉱部のほと

んどが, この安山岩層巾にある. 含金銀石英脈は

走向ほぼ南北で東または西に急斜する多数の平行

脈群からなる. 含金銀石英脈群には, E-W 系 の

石戸断層( 走 向N70~80 ゜ E) によって分 けられ

る北部の旭日地区のN-S 系鉱脈群( 大黒錙・恵

比寿錙・戎錙など) と南部の岩木地区 のN-S 系

鉱脈群( 大鳥錙) とがある. 鉱山地域の岩脈は石

戸断層周辺に集中して分布し, E-W 系 とこれに

直交するN-S 系があるが, 中で もE-W 系 が顕

著である.

規模・品位: 旭日地区 の大黒錙で, 走向N5 °E,

傾斜85゜ W, 走向延長600 m , 傾斜延長140 m , 脈

幅2.0m 。平均品 位Au 9.0g/1,  Ag 70g/t 。岩

木地区の大鳥錙で, 走向N-S, 傾斜55 ° E, 走向

延長250  m, 傾斜延長120 m , 脈幅1.5m. 平均品

位Au 5.0g/1,  Ag 150g/t.

産出鉱物: 鉱石鉱物として自然金・輝銀鉱・濃紅銀

鉱・ ポリバス鉱・ ステンベルグ鉱などの金銀鉱物

のほか, 黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄鉄鉱, 脈

石鉱物として石英が主で, 緑泥石・方解石および

微量のカオリン鉱物・絹雲母が存在. 旭日鉱山の

金銀鉱石 は, 石英以外のものをほとんど含んでい

ない, 含金率の高い含金珪酸塩鉱である.

開発の歴史:1913 年頃発見. 1921~1945 年, 1953~

1985 年 に稼行. 1985 年 休 山. 資 源・素 材学 会

(1994) による と, 1921~1985 年の産出鉱量 およ

び品位は第9 表に示すとおりである.

文献: 地質調査所(1955), 兵庫県(1961), 日本鉱

業協会(1968), 滝本(1973), 合同資源産業株式

会社(1984), 資源・素材学会(1994)

第42図. 富栖鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

厂山崎」を使用.

第43図. 旭日鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「上郡」を使用.

第9 表. 旭 日鉱山 の出鉱量と品位.



76. 坂越大泊鉱山

赤穂市坂越大泊( 第44 図)

鉱床の概要: 相生層群赤穂累層の流紋岩質火砕岩類

(主 として溶結凝灰岩) 中の一般走向N40 ゜W の含

金銀石英脈. 鉱山地域の赤穂累層の流紋岩質火砕

岩は, いわゆる“ろう石化作胖' を受け, カオリ

ン化・絹雲母化した岩石が広く分布している. 鉱

山地帯南部では, 播磨花崗岩類の花崗閃緑斑岩が

赤穂累層 の流紋岩質火砕岩中に貫入して接触変成

作用を与えてい る. 花崗閃緑斑岩体は, 坑内下部

(海抜-4m) で南方から張り だし, 同岩体を貫

く変質安山岩岩脈( 走 向N10~15 ゜ E, 傾斜55~

70゜W) とともに含金銀石英脈の富鉱体の位置を

構造的に規制している. 含金銀石英脈は変質安山

岩の貫入以後 に生成されたと考えられる.

規模・品位: 第↓鉱床・第2 鉱床・第3 鉱床かおる

が, 鉱床帯 全体としての露頭での一般走向 はN

40゜ W, 傾斜70~80 ゜ NE, 走向延長約250 m であ

る. このうち最 も優勢なのは第↓鉱床で, 走向延

長80m( 大切坑のレベル), 傾斜延長100 m , 脈幅

3~4 m. 品位 は第1 鉱床で, Au 20~40g/1,

Ag 200~350g/t である.

産出鉱物: 鉱石鉱物として自然金・エレクトラム・

自然銀・輝銀鉱・硫セレン銀鉱・セレン銀鉱・雑

銀鉱・濃紅銀鉱などの金銀鉱物のほか, 黄銅鉱・

黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・四面銅鉱・硫砒鉄鉱・

赤鉄鉱・針鉄鉱など, 脈石鉱物として石英・絹雲

母・カオリン鉱物が存在.

開発の歴史:1960 年頃からろう石鉱床としての探査,

開発に着手. 1974 年高品位の金銀鉱床の露頭発見

1977年1 月大切坑レベル( 海抜39m) で着脈.

1977年4 月~1983年の産出粗鉱量は47,459 t (平

均品位Au 31.1g/t,  Ag 255g/t)  ( 資源・素材

学会, 1994).

文献: 浦島ほか(1981), 菊地ほか(1982), 中村

(1987), 資源・素材学会(1994)

(3) 銅・硫化鉄鉱床( キースラーガー)

金属鉱床のうち, 銅・硫化鉄鉱床, ニッケル鉱床, ク

ロム鉱床, マンガン鉱床, モリブデン鉱床, 鉄鉱床の分

布を第45図に示す. またそれらの鉱床について, 鉱山名・

鉱床タイプ・鉱種・母岩の種類・生成年代を第10表にま

とめた.

77. 明延鉱山南谷鉱床( 南谷鉱山)

養父郡大屋町明延( 第46図)

鉱床の概要: 舞鶴層群下部層の塩基性凝灰岩層中に

母岩の層理面に整合的に存在. 鉱床はNE 方向の

軸を持つ背斜構造の背斜部にあり, 富鉱部は背斜

部に見られる波長30~60m の波高10~25m の小背

斜・小向斜の翼部に存在する. 富鉱部の落しの方

向は摺曲軸の落し方向に一致. 多金属鉱脈鉱床が

層状含銅硫化鉄鉱鉱床を切るところがある. また,

第44図. 坂越大泊鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形

図「‾播州赤穂」を使用.

第45図. 兵庫県下の銅・硫化鉄鉱床, ニッケル鉱床, クロム鉱床,

マンガン鉱床, モリブデン鉱床, 鉄鉱床の分布, 番号は本文中の

鉱山・鉱床の番号に対応する.



第10表. 兵庫県下の銅・硫化鉄鉱床, ニッケル鉱床, クロム鉱

床, マンガン鉱床, モリブデン鉱床, 鉄鉱床の一覧.

第46図. 明延鉱山南谷鉱床の位置図. 国土地理院発行5 万分の1

地形図 厂大屋市場」を使用.

第47図. 若杉鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「大屋市場」を使用.

層状含銅硫化鉄鉱鉱床は明延鉱山の東部地区の鉱

脈鉱床の母岩である舞鶴層群下部層の塩基性凝灰

岩層中にも認められる.

規模: 鉱床は見かけ上4 層存在. 最大規模の鉱床で,

走向N50 ° E, 傾斜30~70゜NW またはSE, 走向延

長500 m , 傾斜延長100 m , 平均の厚さ2.0m.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛

鉱・磁硫鉄鉱・磁鉄鉱・硫砒鉄鉱・輝水鉛鉱( 輝

水鉛鉱・硫砒鉄鉱は鉱脈鉱床産), 脈石鉱物とし

て石英・方解石・緑泥石・緑簾石が存在.

開発の歴史: 発見時代は不明. 1919~1962年, 本鉱

層・新鉱層・松谷鉱層・松谷6 号鉱層を稼行.

1921~1961年の出鉱量241,125 t (Cu 4.22%),

産出銅量10,168 t .

文献: 地質調査所(1956), 通商産業省・資源エネ

ルギー庁(1972), 滝本(1973), 通商産業省・資

源エネルギー庁(1988)

78. 若杉鉱山

養父郡大屋町若杉( 第47図)

鉱床の概要: 舞鶴層群下部層の塩基性凝灰岩層中に

母岩の層理面に調和的に存在し, 緩い褶曲の繰り

返しがみられる. 富鉱部は背斜構造の軸部( 軸の

落しの方向はN30 ° E, 東に10~30 ゜) に存在. 富

鉱部の落しの方向は褶曲軸の落し方向に一致. 鉱

石 は緻密塊状で, 主として黄鉄鉱と黄銅鉱とから

なる.

規模・品位: 走向延長500  m, 傾斜延長100 m , 平均

の厚さ2.0m. ほかに走向N30 ゜W, 厚さ1m の不

動滝鉱床がある.

産出鉱物: 鉱石鉱物として黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛

鉱・磁硫鉄鉱・磁鉄鉱, 脈石鉱物として石英・方

解石・緑泥石・緑簾石が存在.

開発 の歴史:1954~1956 年 に250 t / 月( 品 位Cu

1.0%,  S47%) 出鉱.

文献: 地質調査所(1956), 兵庫県(1961), 通商産

業省・資源エネルギー庁(1972), 滝本(1973),

通商産業省・資源エネルギー庁(1988)

(4) ニッケル鉱床

79. 大屋鉱山

養父郡大屋町加保( 第48 図)

鉱床の概要: 関宮超塩基性岩体の南縁部に存在. 蛇

紋岩中の破砕帯で, 珪長岩岩脈との接触部付近に

発達する粘土帯中に針ニッケル鉱が黄鉄鉱などと

ともに細脈あるいは鉱染状をなして存在.

規模: ニッケル鉱物を含む粘土帯の構造は走向ほぼ

E-W, 傾斜40~60 ° N. 20~40m の幅の鉱染帯が

30~60m 下部まで連続.

産出鉱物: 大屋鉱山ではニッケル鉱物が硫化物とし

て産するのが特徴. 針ニッケル鉱・黄鉄ニッケル

鉱が主なニッケル鉱物で, 黄鉄鉱・磁硫鉄鉱が伴

われる.



第48図. 夏梅鉱山・大屋鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の

1地形図「村岡」を使用.

開発の歴史:1941~1945 年 に約7,000 t ( 品位Ni

1.6%)

文献: 地質調査所(1954), 兵庫県(1961), 通商産

業省・資源エネルギー庁(1972,  1988)

80. 夏梅鉱山

養父郡大屋町夏梅( 第48図)

鉱床の概要: 関宮超塩基性岩体の南縁部に存在. 蛇

紋岩の破砕帯の中, 特に走向ほぼE-W の変質ひ

ん岩岩脈付近に大小多数の団塊状及び鉱染状の鉱

体として存在. 破砕帯の上盤は厚さ2m 内外の変

質したひん岩岩脈, 下盤は厚さ30cm の断層粘土

で限られていることが多い.

規模・品位: 鉱床は大小多数の団塊状ならびに鉱染

状の鉱石からなる. 平均品位はN11% であるが,

団塊状の高品位の鉱石ではN1 28.98% に及ぶもの

がある.

産出鉱物: 夏梅鉱山ではニッケル鉱物が砒化物とし

て産するのが特徴. ニッケルの団塊状の鉱石は,

鶏卵大ないし拳大のものが多く, その表面は蛇紋

石・滑石・緑泥石の薄皮でおおわれ, 内核に同心

円状に紅砒ニッケル鉱・ゲルスドルフ鉱( 硫砒ニッ

ケル鉱とも称する) が存在する. ニッケルを含む

鉱物のほか, 黄銅鉱・磁硫鉄鉱・硫砒鉄鉱及び少

量の閃亜鉛鉱・方鉛鉱・四面銅鉱などが存在する.

開発の歴史: 大屋地域にニッケル鉱が発見されたの

は1906年( 明治39年) 頃といわれ, 古くは銅山と

して稼行された.

文献: 地質調査所(1954), 兵庫県(1961), 通商産

業省・資源エネルギー庁(1972,  1988)

(5) クロム鉱床

81. 関宮クロム鉄鉱鉱床群

養父郡関宮町小路頃・足坂・関宮・尾崎( 第49図)

鉱床の概要: 関宮超塩基性岩体の北縁部に存在する

莢状(podiform) 鉱床. 鉱床は小規模なものが

多く, 鉱体は板状・レンズ状・脈状・団塊状また

は不規則な形として存在 鉱石には緻密質塊状鉱・

粗粒質塊状鉱・集粒塊状鉱・斑状鉱・縞状鉱があ

る.

品位: 緻密質塊状鉱はCr20328~40%, 粗粒質塊状

鉱はCr20s40% 以上のものもある. その他は一般

に低品位で, 集粒塊状鉱はCn0323~30%( 平均

25% 前後), 斑状鉱はCr20320~28%( 平均22~23

%). 鉱山別には品川関宮鉱山がCr20335~40% で

最も良質で, 尾崎鉱山がそれに次いでCr20330%

以上である.

産出鉱物: クロム鉄鉱.

生成年代: ジュラ紀(?). 関宮岩体の年代・形成

機構を明らかにする必要がある.

開発の歴史:1918 年( 大正7 年) に品川関宮松谷鉱

床が発見されたのが最初. 1930 年には尾崎・足坂

鉱山の鉱床及び品川関宮鉱山小路頃鉱床が発見さ

れ, 1931~1932年に関宮鉱山の鉱床が発見された.

最も稼行されたのは品川関宮鉱山で, 尾崎・足坂

鉱山がこれに次ぐが, 当地域の鉱床はいずれも小

規模で, 露頭付近の採掘と小規模な坑内採掘が行

われた程度である.

第49図. 品川関宮 鉱山・足坂鉱山・関宮鉱山・尾崎鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図「村岡」を使用.



文献: 石川(1941a,  b), 山田(1959), 兵庫県(196

1), 通商産業省・資源エ ネルギ ー庁(1972), 滝

本(1973), 通商 産 業 省 ・ 資 源 エ ネル ギ ー庁

(1988)

各鉱山の概要を以下に示す.

81(1) 品川関宮鉱山: 本地域の主 要鉱山 の一つ. 鉱床

はレンズ状・脈状あるいは芋状鉱体からなる. 規模は最

大で走向延長10m, 傾斜延長10 m , 厚さ1.5m. そのう

ち松谷1 号鉱床 は走向N70~90 ゜ E, 傾斜50~70 ° N, 数

珠つなぎのようなレ ンズ状鉱 体で, 落しの方向 は45~

500 W.

8!(2)足坂鉱山: 脈状及び小団塊状鉱体で, 集粒塊状

鉱からなる.

81(3)関宮鉱山: 集粒塊状鉱及び斑状鉱 からなる. 旧

鉱床 は走向N10 ゜ E, 傾斜70~80 ゜ W, 厚さ約30cm の脈状

鉱体. 新鉱床は走向N60 ゜ E, 傾斜80゜ N, 幅約80cm の破

砕帯中の厚さ20cm 以下の3 鉱体からなる.

81(4)尾崎鉱山: ひん岩岩脈との接触部付近 の蛇紋岩

中の鉱床. 数個の小 レンズ状ないし団塊状鉱体で, 一定

の方向にある幅で点在する小さな塊状鉱体からなる. 走

向延長3 m, 厚さ↓m 程度で小規模.

(6) マンガン鉱床

82. 山中鉱山

養父郡養父町山中( 第50 図)

鉱床の概要: 矢田川層群の流紋岩及び同質凝灰岩中

のマンガン鉱物を主とする鉱脈で, 少量の方鉛鉱・

閃亜鉛鉱・黄銅鉱などの硫化鉱物を伴う. 主要鉱

脈には本坑・山神・末広・第二山中などの鉱床が

ある.

規模・品位: 主要鉱脈で は走向N30 ゜ E. N-S,  N

20° W, 傾斜50~60 ゜ W, 平均脈幅1.5m. 平均品

位はMn 26~28%.

産出鉱物: 軟マンガン鉱・菱マンガン鉱・バラ輝石・

マンガンかんらん石・マンガン方解石・閃マンガ

ン鉱などのマンガン鉱物のほかに, 方鉛鉱・閃亜

鉛鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱が少量産出. 脈石鉱物とし

て石英・方解石・緑泥石のほか粘土脈中に絹雲母・

カオリン鉱物が多い.

開発 の歴史: 一部の鉱床では大正初期から中期にか

けて銅鉱床として, 1930~1931 年頃からは銅・鉛・

亜鉛鉱床として断続的に稼行されたが, 1935 年頃

からはマンガン鉱床として稼行されるようになっ

た.

文献: 地質調査所(1954,  1956), 兵庫県(1961),

日下部・飯田(1964), 滝本(1973)

83.宝珠鉱山

氷上郡青垣町田井縄( 第51 図)

鉱床 の概要: 丹波層群H 地層群の層状チャートの多

い地帯 に層状マンガン鉱層として存在. 氷上郡・

多紀郡にかけて は炉材珪石鉱床 の数 は多いが, 層

状マンガン鉱床 は少ない. 近くには丹波層群H 型

地層群中に緑色岩を顕著に伴う炉材珪石鴨内鉱床

群が分布するが, 層状マンガン鉱床と炉材珪石鉱

床 との地質・層序的な位置関係は明らかでない.

宝珠鉱山の近くには, ほかに伊佐囗鉱山と幸世鉱

山がある.

規模・品位: 走向 はN40~80 ゜ W, 傾斜10~30 ゜ N,

走向延長1,100 m の間に厚さ3~6m のレンズ状

の4 鉱体が断続的に分布している. 品位はMn 30

~45% で, Mn 30% 以上 の鉱石3 万t の産出が

記録されている.

産出鉱物: 鉱石は菱マンガン鉱を主とするが, 全般

に珪質である.

生成年代: 丹波層群H 型地層群中の層状マンガン鉱

床であることから, ペルム紀~ 三畳紀と推定.

開発の歴史: 低品位で はあったが, 第二次大戦中に

約2 万5 千t 出鉱した.

文献: 吉村(1952,1969), 地質調査所(1954), 兵

庫県(1961), 石賀(1983),  Imoto(1984), 栗本・

牧本(1990)

第50図. 山中鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「出石」を使用.

第51図. 宝珠鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「福知山」を使用.



第52図. 福住鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「園部」を使用.

第53図. 宍粟水鉛鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形

図 匚山崎」を使用.

84. 福住鉱山

多紀郡篠山町福住本明谷( 第52図)

鉱床の概要: 京都府側では丹波層群I 型地層群の層

状チャート( 三畳記~ジュラ紀) 中に丹波マンガ

ンとして知られる層状マンガン鉱床が多数存在す

るが, 兵庫県の福住鉱山と宝珠鉱山のマンガン鉱

床は丹波層群H 型地層群中に存在する. 福住鉱山

では母岩の赤盤化か著しく, 鉱床付近には緑色岩

が存在する.

規模・品位: 主要な2 鉱体の走向はE-W, 傾斜は

15~35゜ N, 走向延長120m, 平均の厚さ3 m. 品

位はMn 30~50%.  Si02 15~35%.

産出鉱物: 鉱石は菱マンガン鉱よりなるが, プラウ

ン鉱を多量に伴う. ほかにマンガンかんらん石

(テフロ石) ・バラ輝石・マンガンざくろ石・ペ

ンビス鉱などを伴う.

生成年代: 丹波層群n 型地層群中の層状マンガン鉱

床であることから, ペルム紀~三畳紀と推定され

る.

開発の歴史: 古くは本明谷鉱山として露頭で小規模

に二酸化マンガンを稼行. 福住鉱山として1941年

以来積極的な開発に成功し, 1941~1943年に約4

万t を産出. その後断続的に稼行され, 1941年以

来の出鉱量は5 万t 以上.

文献: 吉村(1952,1969), 兵庫県(1961), 石賀

(1983), Imoto  (1984), 井本ほか(1991)

(7) モリブデン鉱床

85. 宍粟水鉛鉱山( 大丸鉱山とも称された)

宍粟郡一宮町深河谷( 第53図)

鉱床の概要: 花崗閃緑岩体中の輝水鉛鉱一石英脈

(深成モリブデン石英脈). 石英・輝水鉛鉱ともに

粗粒.

規模・品位: 走向N50 °W, 傾斜40°SW, 脈幅0.3~

2.0m. 平均品位は手選鉱でMoSa 3%.

産出鉱物: 鉱石鉱物として輝水鉛鉱, 脈石鉱物とし

て石英・カリ長石・黒雲母が存在.

生成年代: 輝水鉛鉱一石英脈中に脈石鉱物として産

するカリ長石のK  -Ar 法による年代測定値 は

66.4±3.3Ma  (通商産業省・資源エネルギー庁,

1982). 鉱床の生成年代は白亜紀後期~古第三紀

と推定される.

開発の歴史:1940 年より稼行.

文献: 地質調査所(1954), 通商産業省・資源エネ

ルギー庁(1973,  1982, 1988)

(8) 鉄鉱床

86. 一宮鉱山

宍粟郡一宮町高野( 第54図)

鉱床の概要: 舞鶴層群のホルンフェルス化した砂岩

と頁岩からなる地層に挟在する石灰岩レンズ中の

スカルン鉱床. 鉱床付近に露出する花崗閃緑岩体

周辺のホルンフェルス化帯にも存在.

規模・品位: 石灰岩の最大幅は約30m で, その上下

盤際に幅数m のスカルン帯がある.Fe の品位は5

0% 以上のものもあるが, 鉱床は小規模と考えら

れる.

産出鉱物: 主として磁鉄鉱からなり, まれに黄銅鉱・

閃亜鉛鉱・黄鉄鉱を伴う. 灰鉄輝石・灰鉄ざくろ

石などのスカルン鉱物のほか, 黒雲母・緑泥石・

石英・方解石も存在する.

開発の歴史:1938~1945 年に約6 万t 採掘. 1958 年

第54図. 一宮鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「大屋市場」を使用.



に3,000t採掘.

文献: 地質調査所(1950), 原口(1957), 兵庫県

(1961), 吉沢・江見(1961), 通商産業省・資源

エネルギー庁(1973,  1988)

87.千種鉱山

宍粟郡千種町荒尾( 第55図)

鉱床の概要: 生野層群中部累層中のスカルン鉱物を

伴う磁鉄鉱鉱床. ほかに養父郡養父町南部地域で

は, 網状・鉱染状の雲母鉄鉱鉱床が花崗閃緑岩中

に存在し, 但馬鉱山と称せられた.

規模・品位: 走向N60 ゜ E, 傾斜60 ゜ N, 脈幅約1 m.

粗鉱品位Fe 30% 程度. 部分的 に50% に達 する.

産出鉱物: 主として磁鉄鉱からなり, 極めて少量の

黄銅鉱・閃亜鉛鉱・黄鉄鉱を伴う. 灰鉄輝石・灰

鉄ざくろ石・緑簾石などのスカルン鉱物のほか,

緑泥石・石英が存在.

開発の歴史: 第二次大戦中一時稼行された.

文献: 地質調査所(1954), 兵庫県(1961), 吉沢・

汀コ芯(1961),  iビ(1961)

非金属鉱床

非金属鉱床の分布を第56 図に示す.

(1) 珪石( 炉材珪石) 鉱床

珪石鉱床はいずれも丹波層群H 型地層群中に胚胎する

層準規制型鉱床で, 生成年代 はチャート中の放散虫の年

代から, ペルム紀中期~三畳紀( 井本ほか, 1991) と考

えられる.

101. 鴨内鉱床群

氷上郡氷上町鴨内( 幸世・鴨内・品川伊佐囗各鉱 山)

( 第57 図)

鉱床の概要: 酒梨鉱床群の西方延長に位置し, 丹波

地域の炉材珪石鉱床の殼西端の独立した鉱床群で

ある. 鉱床は酒梨鉱床群と同様に, 丹波層群H 型

地層群の緑色岩類と, その上位の層状チャート層

との境にある. 鉱体の規模は酒梨鉱床群のものよ

り小さい.

規模・品質: 鴨内鉱床群の各鉱山での鉱床規模と品

質を第11表に示す.

文献: 岩生ほか(1951a), 岩生・岡野(1951), 兵

庫県(1961), 栗本・牧本(1990)

102. 市島鉱床群

氷上郡市島町石島( 市島・富士市島各鉱山) ・同町北

第55図. 千種鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「‾佐用」を使用.

第56図. 兵庫県下の非金属鉱床の分布. 番号は本文中の鉱山・鉱

床の番号に対応する.

第57図. 鴨内鉱床群の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「福知山」を使用.



第11表. 鴨内鉱床 群の各鉱山における鉱床の規模と品質.

岡本( 岡本鉱山)( 第58図)

鉱床の概要: 丹波層群H 地層群( 石炭系~ジュラ系)

の緑色岩類と, その上位の層状チャート層との境

にある. 市島鉱床群では下盤の緑色岩類の発達が

顕著. 酒梨鉱床群の鉱石と比べると, 品質にばら

っきがあり, 赤白と青白が相半ばする.

規模・品質: 鉱床の規模と品質を第12表に示す.

開発の歴史: 一部は大正時代より開発されたが, 酒

梨鉱床群より開発の歴史は新しく, 第二次大戦中

あるいは第二次大戦後新たに開発され露天掘りだ

けを行ったものもある.

文献: 岩生ほか(1951a,b), 兵庫県(1961), 滝本

(1973), 中村(1987), 栗本・牧本(1990)

103. 酒梨( さなせ) 鉱床群( 富士・乙河内・特等・品

川酒梨・入江・酒梨・品川勅使各鉱山の鉱床)

氷上郡市島町乙河内( 富士・乙河内各鉱山, 特等鉱山

特等鉱床), 市島町酒梨( 特等鉱山酒梨山鉱床, 品川酒

梨・入江・酒梨各鉱山), 市島町勅使( 品川勅使鉱山)

(第58図)

鉱床の概要: 丹波層群H 型地層群( 石炭系~ジュラ

系) の緑色岩類とその上位の層状赤色チャート層

との境にある. 酒梨鉱床群では, NE-SW の方

向の褶曲軸を有する褶曲構造や緩傾斜逆断層によっ

て, 大小の鉱体が重なり合っている場合がある.

また, 鉱床は多くの断層により小ブロックに切断

されている. 鉱石は本邦では最優秀の赤白珪石が

主で, 酒梨鉱床群の地域はいわゆる 匚丹波特級」

の産地として有名である.

規模・品質: 鉱床の規模と品質を第13表に示す.

開発の歴史: 丹波地域で開発の歴史が最も古く, 大

正初期より平均して最も良質の赤白珪石を主体と

した鉱石を産出し続けた.

文献: 兵庫県(1961), 岩生ほか(1951a,b), 滝本

(1973), 中村(1987), 栗本・牧本(1990)

104. 鴨庄鉱床群

氷上郡市島町岩戸( 鴨庄・大槻・上牧・旭上牧の各鉱

床)( 第58図)

鉱床の概要: 丹波層群H 型地層群( 石炭系~ジュラ

系) の緑色岩と層状チャート層との境にある. 市

第12表. 市島鉱床群 の各鉱山 における鉱床 の規模と品質.

第58図. 市島鉱床群・酒梨鉱床群・鴨庄鉱床群の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図「福知山」を使用.



島・酒梨鉱床群と比べて, 規模が小さい。

規模・品質: 鉱床の規模と品質を第14表に示す。

文献: 地質調査所(1950), 岩生ほか(1951a), 岩

生・岡野(1951), 兵庫県(1961), 滝本(1973),

中村(1987), 栗本・牧本(1990)

105. 柏原鉱床群

氷上郡氷上町石生( 石生・石生山の各鉱山), 柏原町

南多田( 柏原鉱山), 柏原町東奥( 臼井鉱山)( 第59図)

鉱床の概要: 多紀郡の炉材珪石鉱床帯の西方延長の

末端部に位置する. 鉱床は丹波層群H 型地層群の

緑色岩類とその上位にある層状チャート層との境

にある. 鉱床の規模はかなり大きいが, 青白珪石

が主体で, 良質なものが少ない.

規模・品質: 鉱床 の規模と品質を第15表に示す.

文献: 岩生 ほか(1951a), 岩生 ・岡 野(1951), 兵

庫県(1961), 滝本(1973), 中村(1987), 栗本

ほか(1993)

106. 村雲鉱床群

多紀郡篠山町新田( 品川奥新田・小林新田・新田山・

小林天岩・品川天岩・寺谷・品川八滝 の各鉱山), 篠山

町中森( 九頭女鉱山), 篠山町蟲生( 宮 倉・鳥 山・百合

山・福井山), 篠山町福井( 豊林寺・櫛岩鉱山)( 第60図)

鉱床の概要: 丹波層群H 型地層群( 石炭系~ ジュラ

系) の緑色岩類と層状チ ャート層との境界にある.

規模・品質: 鉱床 の規模と品質を第16 表に示す. 鳥

山・百合山・福井山各鉱山は同一鉱体を3 鉱山で

採掘している.

文献: 岩生ほか(1951a), 岡野・岩生(1951), 兵

庫県(1961), 中村(1987), 滝本(1973), 井本

ほか(1991)

107. 大芋鉱床群

多紀郡篠山町中村( 日鉄小原山・小林三の宮・山名中

村の各鉱山), 篠山町宮代( 石根山・小林宮代・宮代・

唐子山・宮城の各鉱山), 篠山町小倉( 小倉鉱山), 篠山

第13表. 酒梨鉱床群 の各鉱山における鉱床 の規模と品質.

第14表. 鴨庄鉱床群床 群の各鉱山 にお ける鉱床 の規模と品質.

第59図. 柏原鉱床群の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「篠山」を使用.

第15表. 柏原鉱床群の各鉱山における鉱床の規模と品質.

第16表. 村雲鉱床群の各鉱山 にお ける鉱床 の規模と品質.



第60図. 村雲鉱床群, 大芋鉱床群 の位置図. 国土 地理院発行5 万 分の1 地形図「 園部」を 使用.

町市野々( 是次鉱山)( 第60図)

鉱床の概要: 丹波層群H 型地層群( 石炭系~ジュラ

系) の緑色岩と層状チャート層との境にある。

規模・品質: 鉱床の規模と品質を第17表に示す。

文献: 岩生ほか(1951a), 岡野・岩生(1951), 兵

庫県(1961), 滝本(1973), 中村(1987), 井本

ほか(1991)

108. 畑鉱床群( 畑鉱山の一号山から十三号山の各鉱床)

多紀郡篠山町火打岩( 第61図)

鉱床の概要: 丹波層群n 型地層群( 石炭系~ジュラ

系) の緑色岩類と層状チャート層との境にあり,

緑色岩類を挟んで2 列の鉱床群がある.

規模・品質: 走向E-W, 傾斜70~80゜ Sで, 北と南

の2 列の鉱床群があり, 厚さ1~10m, 走向延長

10~200m のレンズ状鉱体が大小合わせて40鉱体

ある. 一号山から十三号山で坑内採掘が行われた.

畑鉱山では, 露頭の最高点から最下底の坑道レベ

ルまでの高低差は約250 mに及ぶ. 赤白珪石を主

とし, 青白珪石を伴う. 品質は酒梨鉱床群のもの

には及ばないが, 良質である.

開発の歴史: 大正末期から採掘が開始され, 初期に

は露天掘で相当出鉱されたが, 1939~1940年頃に

出鉱が限界に達してからは坑内掘が行われ, 一群

の鉱床に対し, 系統的な探査と採掘が行われるよ

うになった. 本邦の炉材珪石鉱床の中で, 最も系

統的でかつ組織的な探査と坑内採掘及び選鉱が行

われた. 1926~1954 年 の畑 鉱山 の出 鉱量 は

207,089 t .

文献: 岩生ほか(1951a), 岡野・岩生(1951), 兵

庫県(1961), 滝本(1973), 中村(1987), 井本

ほか(1991)

第17表. 大芋鉱床 群の各鉱山における鉱床の規模と品質.

第61図. 畑鉱床群の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「園部」を使用.



(2) 滑石( タルク) 鉱床

非金属鉱床のうち, 滑石, 長石および陶石について,

鉱山名・鉱床タイプ・鉱種・母岩の種類・生成年代を第

18表に示す.

109. 聖長鉱山

養父郡八鹿町高柳( 第62 図)

鉱床の概要: 矢田川層群の流紋岩質火砕岩層との接

触部近くの超塩基性岩体中の熱水交代鉱床. 鉱床

の南側には走向70゜ Eの断層 があり, 鉱床 の走向

は, ほぼこの方向に一致する. 鉱床は断層( 走向

40~60 ゜ E, 傾斜70~90 ゜ S) と変質 安山 岩岩 脈

(走向N30~40 ゜ E, 傾斜40~80 ゜ S,幅2 m, 最大

幅20m) の規制を大きく受けているが, 特に変質

安山岩岩脈近傍には淡緑色脂肪感のある塊状緻密

で良質の滑石鉱石が産出する傾向がある.

規模・品質: 走向N60~75 ゜ E, 傾斜50~60 ゜ S,走

向延長300m 以上, 幅120~230  m.

産出鉱物: 主として滑石からなる. ほかに苦灰石

(ドロマイ0, 菱苦土石( マグネサイ0, 蛇紋

石, 緑泥石, 微量の方解石・石英を伴う.

開発の歴史:1970 年度生産量25,700 t .月生産量

1,500~2,700 t . 稼行中.

文献: 兵庫県(1961), 通商産業省・資源エネルギー

庁(1972), 滝本(1973), 中村(1987), 通商産

業省・資源エネルギー庁(1988)

110. 朝倉鉱山

養父郡養父町十二所( 第63図)

鉱床の概要: 関宮超塩基性岩体中の滑石鉱床. 鉱床

付近の断層は走向N60゜W のものが顕著であり,

鉱床の走向もほぼ一致している.

規模・品質: 走向N60 °W, 傾斜70° N.走向N60 ゜

W の流紋岩( 珪長岩) 岩脈( 厚さ1m) 近傍に富

鉱部が存在する傾向がある.

産出鉱物: 滑石

文献: 兵庫県(1961), 通商産業省・資源エネルギー

庁(1972), 滝本(1973), 中村(1987), 通商産

業省・資源エネルギー庁(1988)

(3) 長石鉱床

111. 敬長鉱山

養父郡関宮町八木谷( 第64図)

鉱床の概要: 超塩基性岩中の珪長岩岩脈

規模・品質: 八木谷地区に2 鉱体かおる。走向N20

第18表. 兵庫県下 の滑石鉱床. 長石鉱床, 陶石鉱床の一 覧.

第62図. 聖長鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「村岡」を使用.

第63図. 朝倉鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「出石」を使用.

第64図. 敬長鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「村岡」を使用.



~40 ° w, 傾斜80~90 ° W, 走向延長30~40 m ,

傾斜延長20m, 幅3~5m; 走向N75~90 ゜ W,

傾斜80゜ N, 走向延長50 m , 傾斜延長25 m , 幅10

m 内外. 耐火度S K10

産出鉱物: 曹長石

文献: 兵庫県(1961), 滝本(1973)

n2. チモト鉱山

出石郡但東町三原( 第65 図)

鉱床の概要: 超塩基性岩( 出石岩体) 中のペグマタ

イト長石鉱床. 三原長石と称され, 出石焼・電磁

器用その他の窯業原料に用いられた.

規模・品質:500m の間隔をおいて, 走向N80 ゜W の

2 鉱体かおる. 両鉱体とも走向延長35m, 幅20m

内外. 耐火度S K11

産出鉱物: 長石

文献: 兵庫県(1961), 滝本(1973)

(4) 陶石鉱床

113. 出石陶石鉱床( 鶏塚鉱山・柿谷鉱山など)

出石郡出石町谷山( 鶏塚鉱山・柿谷鉱山), 出石町囗

野辺( 囗野辺鉱山), 出石町桐野( 桐野鉱山)( 第66図)

鉱床の概要: 矢田川層群を貫く松脂岩岩脈が熱水変

質で陶石化した鉱床( 陶石脈). ほぼ平行な2 本

の陶石脈( 走向N20~50 ゜ W, 傾斜70~90° NE)

があり, 第一主脈( 走向延長約4 km, 脈幅5~

7m), 第二主脈( 走向延長約1.6km, 脈幅7~10

m) と称されている. 第一主脈は出石川の北部か

ら南部にかけて連続して見られ, 出石川以北の地

域では, その北限近くに位置する鶏塚鉱山とその

南の柿谷鉱山が稼行中であり, さらに南方に位置

する囗野辺鉱山もかって稼行された. 一方, 第二

主脈は第一主脈の西方にほぼ平行に存在するが,

その分布は出石川以南の地域に限られている. 出

石川以南の地域では, 桐野鉱山で第一主脈と第二

主脈が採掘された.

規模・品質: 鶏塚鉱山では第一主脈を採掘. 走向N

40~70 ° W, 傾斜70~90 ゜ NE, 脈幅3~7 m. 柿

谷鉱山では第一主脈を採掘. 走 向N40~70 ° W,

傾斜 ほぼ90゜ , 平均脈幅4 m. 囗野辺鉱山で は第

一主脈を採掘. 走向N40~70 ° W, 傾斜ほぼ90 ° ,

平均脈幅2~5 m. 桐野鉱山で は第一主脈と第二

主脈を採掘. 第一主 脈は走 向N15~30 ° W, 平均

脈幅4.6m. 第二主脈は走向NO~30 ° W, 平均脈

幅6.1m.

出石川以南のものより出石川以北のものの方が,

陶石化 が顕著で良質な ものが多い.

産出鉱物: 陶石は主として石英・絹雲母によって構

成され, ほかにカ オリン鉱物を含む.( 陶石 は主

に石英と絹雲母でできている白色塊状の岩石で,

単味で焼成して磁器化するものであ る.)

開発の歴史: 出石陶石鉱床の開発は柿谷・鶏塚両鉱

山が最も古く, 明治の初年にすでに出石焼の原料

として採掘が開始された. 鶏塚鉱山及び柿谷鉱山

は現在稼行中( 坑内掘) である. 日野辺鉱山 は昭

和4 年に開発され, また出石川南部に位置する桐

野鉱山は昭和13 年以来碍子用あるいは陶磁器用原

料として稼行されていたが, 現在は休山中である.

文献: 兵庫県(1961), 滝本(1973), 中村(1987)

(5) ろう石鉱床

ろう石鉱床の鉱山名・鉱種・母岩の種類・生成年代を

第19表に示す.

114. 百合鉱山

城崎郡竹野町森本( 第67 図)

鉱床の概要: 北但層群豊岡累層の流紋岩質凝灰岩及

び流紋岩質角礫凝灰岩が浅熱水変質作用によって

カオリン化した鉱床.

第65図. チモト鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「出石」を使用.

第66図. 鶏塚鉱山・柿谷鉱山・日野辺鉱山 ・桐 野鉱 山 の位置 図.

国土地理院発行5 万分 の1 地形図「出石」を使用.



第19表. 兵庫県下 のろう石鉱床の一覧.

第67図. 百合鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

匚香住」「城崎」を使用.

第68図. 江原鉱山・清滝鉱山・品川三方鉱山の位置図. 国土地理

院発行5 万分の1 地形図「村岡」を使用.

規模・品質: カオリン化した変質帯は東西方向に約

250m にわたって認められ, この中にカオリン質

ろう石鉱床が存在する.

百合鉱山のカオリン質ろう石鉱床は, 結晶度の

低いカオリナイト・ハロイサイト・石英の単純な

組み合せの鉱石からなるのが特徴である. 露天掘

の行われている地域(80mX50m) の鉱床は, 耐

火度S K35~36 の良質の鉱石と, やや石英の含有

率の多い耐火度S K30~34 の鉱石で構成されてい

る.

産出鉱物: 鉱石はカオリナイト・ハロイサイト及び

石英の集合体で, 石英の含有量は10~50% で変化

する. 透明感のある緻密塊状の鉱石でも数%~10

% の石英を含む. カオリナイトの結晶度は,江原・

清滝・品川三方鉱山のカオリナイトより低い.

開発の歴史:1939 年頃から開発. 現在稼行中.

文献: 兵庫県(1961), 滝本(1973)

115. 江原鉱山

城崎郡日高町頃垣( 第68図)

鉱床の概要: 北但層群豊岡累層の流紋岩質凝灰岩及

び流紋岩質角礫凝灰岩が浅熱水変質作用によって

カオリン化した鉱床. 城崎郡日高町地域には隣接

して江原・清滝・品川三方の3 鉱山があり, この

地域のカオリン質ろう石鉱床の生成に伴う熱水変

質の影響を受けた範囲は, 東西約1.5km, 南北約

0.5km に及んでいる. 熱水変質作用にはカオリン

化作用, 絹雲母化作用, モンモリロナイト化作用

などの種類がある. 特に3 鉱山地域では, 上部に

珪化帯かおり, この周辺部と下部にカオリン化帯

が発達し, 珪化帯→カオリン化帯→絹雲母化帯→

弱変質帯の累帯配列が認められる. 江原鉱山は3

鉱山地域内の北東部に位置する.

規模・品質: カオリン化帯の中の長径40m( 最大)

の芋状の鉱体で, 主要鉱体には, その中心部にダ

イアスポアまたはベーム石からなる鉱石が見られ

る. 耐火度はS K34~35 である. 石英の多いもの

ほど耐火度は低く,S K33~34 であり, ダイアス

ポア含有量20% の 匚含ダイアスろう石] はS K36

である.

産出鉱物: 鉱石は主にカオリン鉱物のカオリナイト

及びディッカイトからなり, 石英・硫化鉄を伴う.

開発の歴史: 大正年間に開発.

文献: 兵庫県(1961), 上野(1964), 滝本(1973)

116. 清滝鉱山

城崎郡日高町頃垣( 第68図)

鉱床の概要: 北但層群豊岡累層の流紋岩質凝灰岩及

び流紋岩質角礫凝灰岩が浅熱水変質作用によって

カオリン化した鉱床. 清滝鉱山は前述の江原・清

滝・品川三方の3 鉱山地域内の中央部に位置し,

鉱床は当鉱山地域の標高約270 m の丘陵地一帯に

分布する珪化帯及びその下部のカオリン化帯の中

に存在する. 当地域最大の主要鉱床は山頂より約

70m 下部まで採掘されている. この主要鉱床を中

心として, その周辺に小規模の鉱床が散在する.

規模・品質: 主要鉱体は南北延長100 m 以上, 傾斜



70~80゜ SE, 周辺には著しい硫化鉄の鉱染帯があ

る. 耐火度はS K34~36.

産出鉱物: 鉱石は緻密塊状で, 主にカオリン鉱物の

カオリナイトとディッカイトとからなり, 少量の

石英・ダイアスポア・ベーム石を伴う.

開発の歴史r 1916年頃から開発

文献: 兵庫県(1961), 上野(1964), 滝本(1973)

117. 品川三方鉱山

城崎郡日高町庄境( 第68図)

鉱床の概要: 北但層群豊岡累層の流紋岩質凝灰岩及

び流紋岩質角礫凝灰岩が浅熱水変質作用によって

カオリン化した鉱床. 品川三方鉱山は前述の江原・

清滝・品川三方の3 鉱山内の南半部に位置し, 鉱

床は珪化帯の下部のカオリン化帯に存在する.

規模・品質: 延長50~100 m , 厚さ5~20m の偏平

な鉱体が密集し, 鉱床周辺に著しく珪化した部分

はない.

鉱石はカオリン鉱物を主とする均質緻密な塊状

鉱で, 耐火度はS K34~35 である. 規模の大きな

鉱体にはダイアスポアを伴う耐火度S K35 十~

37十の鉱石が認められる.

産出鉱物: 鉱石は主にカオリン鉱物のカオリナイト

とディッカイトからなるが, まれにナクライトが

存在. 石英も伴われる.

開発の歴史:1912 年にカオリン質ろう石を陶磁器原

料として産出して以来開発.

文献: 兵庫県(1961), 上野(1964), 滝本(1973)

1 18. 栃原鉱山

朝来郡生野町栃原( 第69図)

鉱床の概要: 生野層群中部累層の流紋岩質多結晶溶

結凝灰岩層が浅熱水変質を受けてできた不規則塊

状の明礬石鉱床. 明礬石化作用と関連して生成さ

れた葉蝋石・カオリン質鉱床も存在する.

規模・品質: 明礬石鉱床は露天掘の採鉱場を中心に

して東西約100 m, 南北30~50m の範囲に分布し

ている. 明礬石鉱床としては本邦でも有数の規模

の鉱床に属している.

明礬石の富鉱部には明礬石の含有量が約80% 以

上の淡紅色の良質の鉱石が存在する. 明礬石鉱石

は品位(K20 の含有量) によって, 上鉱(7~

9%; 灼熱減量約30% 以上), 並鉱(5~6.5%  ;

灼熱減量約20% 以上), 貧鉱(3~4.5%  ;灼熱減

量約15% 以上), 粉鉱( 約20% 以上) に区分され

ている.

産出鉱物: 明礬石の上鉱は明礬石と極少量の石英と

からなり, 並鉱及び貧鉱は明礬石の含有量が40%

以下で石英とカオリン鉱物が多い.

文献: 上野ほか(1958), 滝本(1973), 通商産業省・

資源エネルギー庁(1988)

119. 大沢鉱山

朝来郡生野町栃原( 第69図)

鉱床の概要: 生野層群中部累層の流紋岩質多結晶溶

結凝灰岩層が浅熱水変質を受けてできたろう石鉱

床. 鉱床にはカオリン質ろう石鉱床と葉蝋石質ろ

う石鉱床とがある. 鉱床付近の流紋岩質岩石は絹

雲母化及びカオリン化され, 東西約200 m , 南北

約80m の範囲が著しく白色粘土状に変質し, 珪化

された部分も伴われている.

規模・品質: 鉱体は厚さ1~5m の偏平な小規模な

ものが多い. 最大の鉱体としては, 長径25m, 短

径13m の規模の円筒状の鉱体がある. 各鉱体の長

径の方向はNW-SE で変質帯の伸びの方向であ

り, また各鉱体の傾斜は緩く, 母岩の層理面にほ

ぼ平行である.

稼行された範囲が小さいにもかかわらず, 葉蝋

石を主成分とする鉱体とカオリンを主成分とする

鉱体とが近接して存在する極めてまれな例といえ

る. 葉蝋石質ろう石の耐火度はS K28~32. カオ

リン質ろう石の耐火度はS K33~35.

産出鉱物: 葉蝋石( パイロフィライト) 質ろう石は

蝋感のある軟らかい塊で, 葉蝋石のほかに少量の

ダイアスポア・カオリン鉱物・絹雲母を伴う. カ

オリン質ろう石には半透明で緻密な硬い塊状のも

のと乳白色で脆いものの2 種類がある. 前者は石

英とカオリナイトの集合体で, まれにダイアスポ

ア・明礬石を伴う. 後者は, ほとんどがカオリン

で, 石英・ダイアスポア・絹雲母・重晶石などを

伴う.

文献: 上野ほか(1958), 兵庫県(1961), 滝本

(1973), 通商産業省・資源エネルギー庁(1988)

120. 越知谷( おちだに) 鉱山

神崎郡神崎町越知( 第70図)

鉱床の概要: 生野層群下部累層の流紋岩質多結晶溶

結凝灰岩の直下の魚ヶ滝流紋岩及び同質火砕岩が

第69図. 栃原鉱山・大沢鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の

1地形図 厂大屋市場」「但馬竹田」匚山崎」「‾生野」を使用.



熱水変質作用を受 けて葉蝋石( パイロフィライO

化した鉱床.

規模・品質: 葉蝋石化帯の範囲 は, 走向延長約450

m, 幅50~100 m で, 最大幅は150 m に達する. 熱

水変質帯は葉蝋石化帯を中心としてこの外側を絹

雲母化帯, 緑泥石・モンモリロン石を含む弱変質

帯が取り囲み, 累帯的な分布状態を示している.

鉱石は白色・淡灰色・淡青灰色を呈し, 耐火度

はS K29~32 が主であるが, 時にS K32~35 を示

すものもある.

産出鉱物: 鉱石は葉蝋石( パイロフィライト) を主

とし, ほかにダイアスポア・カオリン鉱物・石英・

極少量 の明礬石を伴う.

開発の歴史: 稼行中

文献: 上野ほか(1958), 滝本(1973), 通商産業省・

資源エネルギー庁(1988)

121. 丸越鉱山

神崎郡神崎町越知( 第70図)

鉱床 の概要: 生野層群下部累層の流紋岩質多結晶溶

結凝灰岩の直下の魚 ヶ滝流紋岩・同質火砕岩が熱

水変質作用を受けて葉蝋石化した鉱床.

規模・品質: 小鉱体が多数点在. 一一般に耐火度S  K

30程度のやや珪質 のろう石からなる.

産出鉱物: 鉱石は微細な葉蝋石( パイロフィライO

と石英からなり, ダイアスポア, カオリン鉱物を

伴う.

文献: 上野 ほか(1958), 兵 庫県(1961), 滝本

(1973), 通商 産業省・資源エネルギー庁(1988)

122. 北神鉱山

神崎郡神崎町越知( 第70図)

鉱床 の概要: 生野層群下部累層の流紋岩質多結晶溶

結凝灰岩の直下の魚 ヶ滝流紋岩・同質火砕岩が熱

水変質作用を受けて葉蝋石化した鉱床.

規模・品質:N30 ゜W の方向に伸び, 傾斜70 ゜ NEの

レンズ状の塊状鉱体. 鉱体の規模は走向延長約90

m, 幅5~10m である. 富鉱部にはほとんど葉蝋

石のみからなる純白・蝋感のある軟質 の鉱石( 耐

火度S K32 内外) が産出する.

産出鉱物: 鉱石はほとんど葉蝋石( パイロフィライ

O と石英からなり, ダイアスポア, カオリン鉱

物を伴う.

文献: 上野ほか(1958), 兵庫県(1961), 滝本

(1973), 通商産業省・資源エネルギー庁(1988)

123. 金屋鉱山

氷上郡山南町金屋( 第71図)

鉱床の概要: 有馬層群の流紋岩及び同質凝灰岩層が

浅熱水変質を受けてできたカオリン質ろう石鉱床.

カオリン質ろう石鉱床の周辺部は絹雲母・カオリ

ン・緑泥石などの変質鉱物を含む変質帯に移化す

る. この変質帯は鉱床を中心として1km の範囲

に及ぶ. 変質安山岩岩脈(N80 ゜W, 傾斜75° N,

幅2m) が存在( 露天掘採掘場).

規模・品質: 東西約120 m, 南北約150 m の規模. 富

鉱部は約200 t から数1,000 t まで大小様々のもの

かおる. 富鉱部は透明度が強く蝋感に富む軟質塊

状の鉱石を主とする部分である.

富鉱部に近接して明礬石に富む部分(K20  3~

5%) が点在する. 耐火度はS K30~35. S K30

~31十のやや珪質鉱のカオリン含有量は40~60%,

S K32~35 の良質鉱のカオリン含有量は65~90%

である。S K30~31 程度の白色の鉱石は陶磁器用

に,S K33 以上のものが耐火物用に供される.

産出鉱物: 鉱石は主としてカオリナイトと石英から

なり, わずかに明礬石と黄鉄鉱が伴われる. 一般

に緻密で軼らかい塊状の鉱石で, 半透明・乳白・

灰白・暗灰・淡褐などの色を呈し, 水酸化鉄で着

色したものは少ない. 構成鉱物はカオリナイトと

石英で, 透明なものほどカオリナイトの含有量が

多い.

開発の歴史: 昭和初期より断続的に稼行された. 昭

第70図. 越知谷鉱山・丸越鉱山・北神鉱山の位置図. 国土地理院

発行5 万分の1 地形図「‾生野」を使用.

第71図. 金屋鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「篠山」を使用.



和初期には耐火煉瓦用原料として採掘. 1932 年頃

からタイル用原料, 1937 年頃からはふたたび耐火

煉瓦用原料として採掘. 1944 年以 降の月産出鉱量

は200~300 t ( 約70% がタイル及び陶磁器用, 約

30% が耐火煉瓦用).

文献: 兵 庫県(1961), 滝 本(1973), 栗本 ほ か

(1993)

124. 福山鉱山

神崎郡神崎町福本( 第72 図)

鉱床の概要: 生野層群最上部のデレン岩質多結晶溶

結凝灰岩の下位に分布する同層群下部累層の流紋

岩質溶岩・同質凝灰岩層が熱水変質を受 けてカオ

リン化した鉱体.NNW-SSE 方向に延長2,000m,

幅50~200 m に及ぶ変質帯があり, この変 質帯 に

カオリン質ろ う石鉱床 が多数存在. 珪長岩岩脈

(走向N50~70 ゜ W, 傾斜10~40 °NE, 厚さ1~3

m) が最上部のデレン岩質多結晶溶結凝灰岩層を

除く生野層群中に貫入 している.

規模・品質: 開発の主体となっているのは堂山鉱床

群で, かっ て坑内採掘されたことがあるが, 現在

は露天掘で開発されている. 堂山鉱床群は厚さ3

~10m の偏平 な塊状鉱体が近接して多数存在する

カオリン質鉱床で, 各鉱 体は北 または南に10~

20゜の緩傾斜を示 し, 母岩の層理に ほぼ調和的で

ある.

一部の鉱体で明礬石の含有量が多いもの(30%

以上) は, かって明礬石鉱床として稼行されたこ

とがある.

産出鉱物: カオリン質鉱石は白色, 淡灰色, 暗灰色

を呈する緻密塊状鉱で, 微細なカオリン鉱物の集

合体からなり, 少量 の石英・ダイアスポア・明礬

石を含む. カオリン鉱物として は, カオリナイト

が主体であるが, かなりの量のディッカイトが存

在することがX 線回折で明 らかにされている. 特

に部分的にダイアスポアが濃集しているところで

は, 多量のディッカイトが伴われている. 葉蝋石

(パイロフィライト) は極微量存在する.

開発の歴史: 明治30年頃から石筆, 印材用として稼

行. 1930 年から耐火原料としての採掘が行われて

いる. 年間15,000~20,000 t のカオリン質ろう石

が, 耐火物原料, 農薬キャリヤー原料として採掘

されている.

文献: 上野 ほか(1958), 兵庫県(1961), 滝本

(1973)

125. 播磨新宮鉱山

揖保郡新宮町吉島( 第73図)

鉱床の概要: 相生層群の流紋岩質角礫凝灰岩層が熱

水変質を受けてできた葉蝋石( パイロフィライト)

質・絹雲母( セリサイト) 質ろう石鉱床. 変質帯

は東西延長約200 m , 南北幅70~100 m の範囲を占

める. 大小多数の不規則塊状鉱体が密集して存在

するが, 各鉱体の配列に規則性が見られない.

規模・品質: 延長15~60m, 厚さ5~30m である.

葉蝋石( パイロフィライト) ・ベーム石・石英か

らなるろう石は耐火度S K30 前後, 絹雲母・石英

からなるろう石は耐火度S K27~29 である.

産出鉱物: 葉蝋石( パイロフィライト) 質ろう石は

パイロフィライト・石英を主とし, 少量の絹雲母・

ベーム石・カオリン鉱物・黄鉄鉱を伴う. 絹雲母

質ろう石は, 絹雲母・石英を主とし, 少量のカオ

リン鉱物・黄鉄鉱を伴う. 特殊ろう石( 耐火度S

K32~34) はパイロフィライト・ベーム石を主と

し, 少量のカオリン鉱物・石英を伴う.

開発の歴史:1940 年頃から露天掘と坑内掘が行われ

た.

文献: 兵庫県(1961), 上野(1966a), 滝本(1973)

126. 平木鉱山

加東郡社町平木( 第74図)

第72図. 福山鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「生野」を使用.

第73図. 播磨新宮鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形

図「‾龍野」を使用.



鉱床の概要: 有馬層群鴨川層上部の流紋岩質溶岩の

上に位置する非溶結の凝灰岩類が浅熱水変質作用

によってカオリン化した鉱床. 鉱床は凝灰岩類の

層理と調和して存在. 凝灰岩類の厚さは約100 m

で, その上は平木溶結凝灰岩によって不整合に覆

われる.

規模・品質: 走向延長(NE-SW) 約250 m , 傾斜

延長300m, 厚さ40~50m の層状の鉱床で, 約20

°の傾斜で山の傾斜とは逆方向のSE 方向へ落ちて

いる. 鉱床下盤際のカオリナイトの濃集部は厚い

ところで20m に達することがある. 総埋蔵鉱量は

550万t( 過去30年間に175万t を採掘) で鉱床の

規模が大きく, 本邦のカオリン質ろう石鉱床とし

ては最大級のものである.

カオリン質鉱石の品質が極めて安定している.

特に鉱体の下盤際と, 鉱床を生成した流体の通路

とみなされるN70 ゜ Eの方向の裂か沿いには高品

位のカオリン質鉱石が存在する. また裂か沿いに

は純粋なカオリナイトが存在する.

産出鉱物: ろう石は優白色の緻密塊状な鉱石で, 主

にカオリナイトと石英からなる. このほか極少量

のディッカイト( カオリン鉱物の一種) やその他

の粘土鉱物が伴われる. 不純物として水酸化鉄や

硫化鉄が含まれることは極めて少ない.

生成年代: 鴨川層を不整合に覆う平木溶結凝灰岩中

の黒雲母のK-Ar 年代は70Ma  (尾崎・松浦,

1988). 鉱床の生成年代は白亜紀後期~古第三紀

と考えられる.

開発の歴史:1960 年露頭発見. ボーリング( 試錐)

探鉱開始. 1961 年5 月カオリン質ろう石鉱山とし

て開山. 露天掘開始. 1977 年本格的な坑内採掘開

始. ろう石鉱山としては国内最初のトラックレス

採掘法が採用された. 平木鉱山のろう石の鉱石が

カオリナイトと石英との単純な組み合わせで非常

に安定した品質であり, しかも鉱床の規模が大き

いことから, 平木ろう石を粉砕加工して, グラス

ファイバー用クレーにするクレー製造が1970年に

第74図. 平木鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図

「三田」を使用.

第75図. 船坂鉱山・赤穂鉱山・梅谷鉱山・湯ノ内第一鉱山・湯ノ内第二鉱山の位置図. 国土地理院発行5 万分の1 地形図「播州赤穂」を

使用.



開始された. 今口では, グラスファイバー川クレー

が生産の主体となり, 年間7 万t のクレ十製造が

行われている.

文献: 服部鉱業(1967), 滝本(1973), 尾崎・松浦

(1988),: 谷・SE (1991)

127. 船坂鉱山及 び赤穂市北西地域の鉱床

赤穂郡上郡町梨ヶ原, 横山( 第75 図)

鉱床 の概要: 赤穂市北西地域には, 船坂鉱山・赤穂

鉱山・梅谷鉱山・湯ノ内鉱山などのろう石鉱床が

点在するが, これらの鉱床 は, 船坂鉱山の鉱床を

除けば, ほとんど絹雲母・石英を士要構成鉱物と

する絹雲母質ろう石鉱床である. 本地域の鉱床は

相生層群上部の赤穂累層のガラス質溶結凝灰岩が

熱水変質を受けてできた鉱床である.

規模・品質: 船坂鉱 山の鉱 体は走向N30~40 ゜ W,

傾斜10~20 ゜ N, 走向延長約100 m , 厚さ0.6~20

m で ほぼ層状. 鉱床 はI'‾‘'卜'盤の角礫質ガラス質凝灰

岩と上盤の黒色頁岩との問に挟まれた部分に発達

し, 特に熱水変質を受け易いガラス質凝灰岩のよ

うな岩石がろう石化したと考え られる. 鉱床 ぱド

盤の凹所で厚くなる傾向がある.

産出鉱物: 船坂鉱山では葉蝋石質ろう石はパイロフィ

ライト・石英を主とし, 少量の絹雲母・石英を伴

う. 赤橲市北西地域の赤穂鉱山・梅谷鉱山・湯ノ

内鉱山で は, いずれも絹雲母( セリサイト) 質ろ

う石を産出. 鉱石 は絹雲母・石英を 主とし, カ オ

リン鉱物を伴う. 未変質の長石が残存しているこ

とが多い.

開発の歴史: 船坂鉱山は1932~1933 年 にかなり良質

の鉱石を産出した.

文献: 兵庫県(1961), 上野(1966b),  i……いl.・..日ほlか

(1967), 滝本 (1973)

鉱 床 の ま とめ

以上, 県下の主要な鉱床についての資料を各鉱山ごと

に記述した. これらの鉱床を各鉱種ごとに概観すると以

下のようになる.

(1)多金属鉱床

多金属鉱床の大部分は兵庫県中央部の生野鉱山~ 明延

鉱山地域を中心に, 生野層群 とその周辺の深成岩類およ

び先白亜系中に胚胎する. 上記以外の地域では有馬削群

分布域とその周辺で多田鉱山・帝釈鉱山・勝星鉱山, 相

生層群分布域で轟鉱山が知られている. これらは白亜紀

~古第二紀火山活動と関連して形成された火山底成鉱脈

鉱床である.

このほか閃亜鉛鉱・方鉛鉱を主とするスカルン鉱床と

して安井・平福鉱山 があり, 両 者 は波賀累帯深成岩体

([[1結庄, 1986] の周囲に分布する

(2)金・銀鉱床

兵庫県中部の生野~明延地域から兵庫県南部にかけて

分布する金銀鉱床は, 生野副群・相生層群・矢田川層群

及び周辺の先白亜系巾の鉱脈として産し, 多金属鉱床と

同様, 白亜紀~古第二紀火成活動に関連して生成された

火山底成鉱脈鉱床であると考えられている.

兵庫県北部の金銀鉱床の多くは北但層群豊岡累層の凝

灰岩類およびその基盤である矢田川層群・花崗岩類中に

金銀石英脈として産するが, 竹野鉱山ではテルル鉱石を

伴う. 中瀬鉱山では二郡変成岩を母岩とする金・銀・ア

ンチモン鉱脈からなり, 他の新第三紀金・銀鉱床とはや

や産状を異にするが, 北但層群を貫くアンチモン石英脈

があり新第二.紀の生成と考えられている( 通商産業省・

資源エネルギー庁,1974).

大束・峯山・射添の各鉱山の金銀鉱床は照来層群中の

金銀石英脈として産し, 鮮新匣以降の生成と考えられる.

(3)銅・硫化鉄鉱床

明延鉱山南谷鉱床と若杉鉱山がある. 両者の鉱床とも

ペルム紀の舞鶴層群の塩基性岩中に層状含銅硫化鉄鉱床

(キースラーガー) として胚胎し, 黄鉄鉱・黄銅鉱を主

とする.

吋)クロム鉱床

小規模な莢状鉱床として, 関宮超塩基性岩体の北縁部

に集中して産する. 超塩基性岩の形成に関連する正マグ

マ鉱床とされている.

(5)ニッケル鉱床

ニッケル鉱床には人屋鉱山と夏梅鉱山があるが, いず

れも関宮超塩基性岩体の南縁部に位置する. 白亜紀~古

第し紀と考えらオ1る大岩脈に沿う鉱染・鉱脈鉱床として産

するが, 人屋鉱山ではニッケルが硫化物として産するの

に対し, 夏梅鉱山では砒化物として産する.

(6)マンガン鉱床

マンガン鉱床としては白亜紀~古第二紀火成岩類に関

連した鉱脈鉱床と, 丹波削群中の層状マンガン鉱床とが

ある. 前者の例としては山中鉱山があり, 矢田川層群の

流紋岩類中のマンガン鉱物を主とする鉱脈からなる. 後

者の鉱山としては宝珠鉱山と福住鉱山が存在する. これ

らの鉱床は丹波層群U 型地層群のチャート中に産する

(栗本・牧本,1990 ; 井本ほか,1991). いずれも菱マンガ

ン鉱を上とし, マンガンの珪酸塩鉱物を伴う.

(7)モリブデン鉱床

ヅ涓」‘の宍粟水鉛鉱山は, 兵庫県下で唯一の深成モリ

ブデン鉱脈鉱床からなる鉱山である. 鉱床は花崗閃緑岩

中の輝水鉛鉱一石英脈からなる.

(8)鉄鉱床

鉄鉱床からなる鉱山としては‥一宮鉱山と千種鉱山があ

る. いずれも波賀累帯深成岩体( 田結庄, 1986) の花崗



閃緑岩と母岩の接触部に発達するスカルン鉱床で, 磁鉄

鉱を主とする.

(9)珪石鉱床

篠山町・氷上町・市島町の丹波帯に集中して分布する.

いずれも丹波層群H 型地層群の緑色岩類と上位の層状チャー

トとの境界部に胚胎する. 特に酒梨・畑・村雲・大芋の

各鉱床群のものは赤白珪石を主とし良質である.

(10)滑石鉱床

関宮超塩基性岩体に伴って聖長鉱山と朝倉鉱山の滑石

鉱床がある. これらは関宮超塩基性岩体の東端の矢田川

層群に接する付近で, 断層及び岩脈に規制されて分布し,

矢田川層群の火山活動に関連した熱水交代作用によって

形成されたと考えられる.

(11)長石鉱床

関宮と出石の超塩基性岩体には長石鉱床が見られる.

このうち関宮超塩基性岩体の敬長鉱山の鉱床は珪長岩,

出石超塩基性岩体のチモト鉱山の鉱床はペグマタイトか

らなる.

(12)陶石

出石町にまとまって分布する. 矢田川層群中に貫人し

た松脂岩の岩脈が熱水変質によって陶石化したもので,

石英・絹雲母を主とする.

(13)ろう石鉱床

兵庫県中~南部には白亜紀~古第三紀火成活動と密接

に関連したろう石鉱床が分布する゜ このうち生野層群

中のろう石鉱床はパイロフィライト質・カオリン質のも

のを主とするが, 栃原鉱山は大規模な明礬石鉱床となっ

ている. 有馬層群中には平木・金屋鉱山があり, いずれ

もカオリナイトを主とする. 相生層群中には播磨新宮鉱

山・船坂鉱山および赤穂市北西地域の鉱床群があり, パ

イロフィライト質なものと絹雲母質なものからなってい

る.

兵庫県北部に分布するろう石鉱床は北但層群豊岡累層

の流紋岩質凝灰岩及び凝灰角礫岩が浅熱水変質作用によっ

てカオリン化したもので, カオリナイトを主とする.

お わ り に

日本列島の地質構造上からみると, 兵庫県の大部分は

西南囗本内帯に属し, 中・古生界, 中生代後期以降の種々

の火山岩類・火砕岩類・花崗岩類さらには新生界などで

構成されている. 前述のように金属・非金属鉱床にはい

ろいろのタイプがあるが, それらは各種の地層や火成岩

体中に分布し, 堆積作用・変成作用・火成活動・テクト

ニズムの過程で, ある特定の地質時代に生成したもので

ある. 1970 年代以降, 鉱床の生成年代や生成過程の研究

は急速に進み, それぞれの鉱床の生成年代や生成過程が

明らかにされつつある. 特にIshihara(1971,1981)をは

じ め と す る西 南 囗 本 内 帯 の 花 崗 岩 岩 石 区 と 鉱 床 生 成 区 の

研 究 は, そ の 後 の 花 崗 岩 成 因 論 ・ 鉱 床 成 因 論 を 大 き く 進

展 さ せ る こ と に な っ た( 島 崎, 1985). し か し な が ら,

一 方 で 火 山 底 成 鉱 脈 鉱 床 と 深 成 鉱 脈 鉱 床 と の 関 係, 鉱 化

作 用 と 直 接 関 連 す る 火 成 活 動 の 特 定 な ど, い くっ か の 重

要 な 問 題 が 残 さ れ て い る こ と も 確 か であ る( 中村, 1987 ;

Nakamura,1991). こ の よ う な 問 題 点 を 含 め, 兵 庫 県 下

の 各 種 の 金 属 ・ 非 金 属 鉱 床 の生 成 年 代 の総 括, 地 質 構 造 ・

火 成 活 動 ・ 鉱 床 の 生 成 に み ら れ る 問 題 点 に つ い て は, 今

後 稿 を 改 め て 記 述 し て い く予 定 で あ る.
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Appendix

兵庫県内鉱山さくいん( あいうえお順)

あおくさ      36   青草

あおくら     20   青倉

あかがね      12   赤金

あけのべ     11   明延

あけのべみなみだに77   明延南谷

あこう       127(2) 赤穂

あさくら      110  朝倉

あさこ       17   朝来

あさひ      35   朝日

あさひ      75   旭日

あさひ( おくすい)56   旭( 奥須井)

あさひかみまき  104(4) 旭上牧

あさひで     6   旭出

あしざか     81(2) 足坂

あらお       27   荒尾

ありか       29   有賀

いくの      37   生野

いしねやま     107(4) 石根山

いずし      113  出石陶石鉱床

いそう      105(1) 石生

いそうやま     105(2) 石生山

いぞえ       64   射添

いちしま      102  市島鉱床群

いちしま      102(1) 市島

いちのみや    86   一宮( 高野)

いとい       69   糸井

いりえ       103(5) 入江

うすい       105(4) 臼井鉱山

うめがくぼ    1    梅ヶ久保

うめたに      127(3) 梅谷

えばら       115   江原

おおさわ      且9  大沢

おおつき      104(2) 大槻

おおみさか    43   大見坂

おおみだに    70   大身谷

おおみや      15   大宮

おおや       79   大屋

おおやま     39   大山

おかもと      102(3) 岡本

おきのうら     49   沖ノ浦

おくふじ      8    奥藤

おくも       107  大芋鉱床群

おぐら      107(9) 小倉

おざき      81(4) 尾崎

おちだに      120  越知谷

おとかわうち   103(2) 乙河内

かいばら      105  柏原鉱床群

かいばら     105(3) 柏原鉱山

かきたに      113(2) 柿谷

かつはし     47   勝星

かなや       123  金屋

かねなか     51   金中

かねはら     59   金原

かばさか      40   樺阪

かみまき      104(3) 上牧

かもしょう     104   鴨庄鉱床群

かもしょう     107(1) 鴨庄

かもち       101   鴨内鉱床群

かもち       101(2) 鴨内

からこやま     107(7) 唐子山

かわかみ      31   川上

きゅうくろみ   23(3) 旧黒見

きよたき      116  清滝

きよみず     22   清本

きりの       113(4) 桐野鉱山

きんめい      53   金明

くしいわ      106(14) 櫛岩

くづめ       106(8) 九頭女

くろだいだに   10   黒台谷

くろみ       23(1) 黒見

けいちょう     111  敬長

こうじゃ      44   糀屋

こうよう      7    向陽

こばやしさんのみや107(2) 小林三の宮

こばやしてんがん 106(4) 小林天岩

こばやしにった  106(2) 小林新田

こばやしみやしろ 107(5) 小林宮代

これっぐ     107(10) 是次

さこしおおどまり 76   坂越大泊

さちよ       101(1) 幸世

さなせ       103   酒梨鉱床群

さなせ       103(6) 酒梨

さね        25   真

しそうすいえん  85   宍粟水鉛

しなかわいさぐち 101(3) 品川伊佐囗

しながわおくにった106(1) 品川奥新田

しながわさなせ  103(4) 品川酒梨

しながわせきのみや81(1) 品川関宮

しながわちょくし 103(7) 品川勅使



しながわてんがん 106(5) 品川天岩

しながわはったき 106(7) 品川八滝

しながわみかた  117   品川三方

じょうやま     33   丈山

しんくろみ     23(2) 新黒見

しんたじま     50   新但馬

しんび       61   神美

せいちょう     109  聖長

せきのみや    81   関宮クロム鉄鉱鉱床群

せきのみや    81(3) 関宮

せんちょう     30   干町

たいしゃく     48   帝釈

だいじょう     73   大乗

だいとう      62   大東

だいにち     41   大日

たくみ       34   琢美

たけお       57   武尾

だけの      58   竹野

たじま       55   但馬

たじまおおたに  52   但馬大谷

たじまみかた   66   但馬三方

ただ        46   多田

だたら       19   多々良

だたらぎ     18   多々良木

ちぐさ      87   千種

ちもと       112   チモト

てらたに      106(6) 寺谷

とくとう      103(3) 特等

とちはら      118   栃原

とどろき      45   轟

とみす       74   富栖

とりま        24    鳥羽

とりやま      106(10) 鳥山

なかせ       67   中瀬

なつめ       80   夏梅

なつめおおすぎ  9    夏梅大杉

なつめたるみ   4   夏梅樽見

にい        16   新井

にったやま     106(3) 新田山

にってつおはらやま107(1) 日鉄小原山

にゅうかく     42   人角

にわとりづか   113(1) 鶏塚

はせ        32   長谷

はた       108  畑

はっさ       60   八佐

はりましんぐう  125  播磨新宮

はんせい     72   繁盛

ひでしげ     28   秀重

ひのべ       113(3) 囗野辺鉱山

ひらき       126  平木

ひらふく      26   平福

ふくいやま    106(12) 福井山

ふくずみ     84   福住

ふくはた     38   福畑

ふくやま      124  福山

ふこく       14   富国

ふじ        103(1) 富上

ふじいちしま    102(2) 富士市島

ふなさか     127  船坂鉱山及び赤穂市北西

地域の鉱床

ふなさか      127(1) 船坂

ぶりんじ     106(13) 豊林寺

ほうじゅ      83   宝珠

はくしん       122   北神

まるこし     121  丸越

みかた       13   三方

みかた       54   美方

みかた      65   三方

みかた       23(4) 三方

みこばた     71   神子畑

みねやま      63   峯山

みやがき      5    宮垣

みやぎ      107(8) 宮城

みやくら      106(9) 宮倉

みやしろ     107(6) 宮代

みょうがたに   2   妙ヶ谷

むらくも      106  村雲鉱床群

やすい      3   安井

やぶ        68   養父

やまなか      82   山中

やまななかむら  107(3) 山名中村

ゆのうち      127(4) 湯ノ内

ゆり        114  百合

ゆりやま      106(11) 百合山

上ぶと       21   与布上

わかす       78   若杉


